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第一章　出会い












　開けっぱなしの窓から入りこむ空気が湿り気を帯びてきた。それはとても些細な変化で大抵の人間は気付かないだろう。

　しかし、彼女は違う。

「雨が降るわね」

　ヒルデは手にしていたノミを置くと、店先に飾っていた木像をしまい始めた。かわいらしい動物から写実的な裸身像まで、その種類は幅広い。ユニコーンの木像が咥えている看板には『木細工承ります』と書いてあった。

　ヒルデは木細工師である。店の看板や木像、仕掛けつきの木箱などを作って生計を立てていた。

　そんな彼女は弱冠二十四歳にして自分の店を構えている。ヒルデ自身の才能もあるけれど、生まれた国の恩恵も大きかった。

　芸術大国――ヒルデの国は周辺各国からそう呼ばれ、芸術文化が盛んであった。貿易利益の半分以上を芸術品が占め、世界の名だたる芸術家もこの国出身の者が多い。

　国も芸術産業に力を入れており、芸術関係の商売を開始した際には、開業から三年間、補助金が支給される。その三年で商売が軌道に乗らなければ自分の店を持つことは難しくなるが、ヒルデは運よく成果を出すことができた。

　それというのも、ヒルデが看板を作った店の売り上げが軒並み伸びたのだ。偶然が重なっただけだが、縁起がいいと評判が評判を呼び今や三ヶ月先まで予約が埋まっている。おかげで、狭いアパートメントから一軒家に店を移せた。

　そして、ノミの滑り具合や空気の微妙な湿り具合をヒルデは感じとることができた。ヒルデの予想では、これから三十分後に雨が降るだろう。木細工の作業は雨の日と乾燥しすぎる日は向かないので、今日の作業は中断である。

　ヒルデは店の外に展示していた木像を取りこみ終えると、細工中の木を除湿用の石灰と一緒にしまい布をかける。店のドアに「閉店」の看板を掛け、傘を持って外に出た。

　街並みは綺麗に整備され、至る所に像が置いてある。ヒルデが住むのは国でも一番芸術が盛んな都市であり、少し歩いただけで名だたる芸術家の像を見ることができた。絵が描かれている壁も珍しくなく、変わった形の建物も沢山ある。

　他国からは「この都市は無料で楽しめる美術館」と言われており、観光名所となっていた。

　ヒルデが扱うのは木だが、石膏像でも石像でも、それこそ絵だって素晴らしい作品からは刺激を受けることができる。だから、作業ができないときにこうして有名な芸術家の作品を見て回るのは、作品を作る上でも重要なことだった。

　いつか自分の作品を路上に飾ってもらうのがヒルデの夢である。国に認められた芸術家でないと作品を飾ってもらえないので、実際に置かれている像を見るとやる気が出てくる気がした。

　もっと頑張ろうと自分を鼓舞しながら、ヒルデは国立公園に向かう。

　この公園も芸術家が至るところに関わっている。公園入り口の門はもちろん、噴水も煉瓦の配色も、庭木だって園芸師が美しく見えるように手入れしている。

　そして、ヒルデのお目当ては噴水前にある男の裸像であった。

　ちょうど像の前に到着したときに雨が降り始める。雨に濡れる裸像はとても色っぽく、男性器の先端から水滴が滴り落ちる様子にはどきどきしてしまった。

「はぁ……」

　感嘆の溜め息を零す。

　実はヒルデは噴水前のこの裸像が大のお気に入りであった。――否、正確に言うならば、この裸像の男性器が大好きなのだ。

　芸術が盛んなこの国、しかもヒルデの住む都市には裸をモチーフとした作品が沢山存在していて、裸像なんて珍しくもなんともない。裸身は芸術の基本であり、芸術学校の教科書には男性器の絵も載っている。

　通っていた芸術学校でヌードモデルのデッサンもしたことがあったから、ヒルデは処女であるものの男の裸は見慣れていたし、特別なんとも思わない。

　しかし、この噴水前の裸像の男性器だけは、見た瞬間に衝撃を受けたのだ。

　他の像の男性器とどう違うのか、具体的に説明はできない。これが一目惚れというのだろうか？　ともあれ、今までに見た裸身像のどれよりも美しいと思えたのだ。

　この裸像に出会ってからというもの、時間ができたときには必ず見に来るようになっていた。

　素晴らしい芸術作品からは力をもらえるというが、ヒルデにとってはまさにこの裸像がそれである。路上で見かける像だって十分に素晴らしいけれど、この噴水前の裸像はヒルデに気力を与えてくれた。見ているだけで元気になってくる。

　もっとも、男性器だけでなく裸体のバランスも素晴らしい。筋肉の盛り上がりかたと綺麗に割れた腹筋、臍の形、足の長さ……どれをとっても最高だ。

　ヒルデはふと裸像の顔を見た。この裸像はとても素晴らしいが、顔の造形だけは少し違和感がある。

　そもそも、ヌードモデルというのは繊細な職業であり、この国ではヌードモデルの顔をそのまま作品に影響させるのは御法度とされていた。だから、裸をモチーフとした作品のモデルは、顔専門と体専門の人に別れている。

　この裸像も体と顔が別人なのだろう。顔も美しいが、体とは不釣り合いな気がする。

　ヒルデは体のモデルが誰なのかわからない。もし、この裸像のモデルとなった人物が目の前にいたなら、服を着ていてもすぐにわかる自信がある。

　しかし、モデルとなった人物どころか、同じ体をモデルにした作品すら見たことがなかった。

「今日も素敵ね……」

　裸像とその股間にぶら下がっている濡れた男性器を満足いくまでじっくりと眺めてから、ヒルデは帰宅する。

　家に帰ると、部屋の奥にあった大きな木箱を開けた。仕掛け細工になっているこの木箱は、決められた手順通りに細工を動かさないと開けることはできない。もちろん、木なので壊せば開けることはできるが、そんな無粋なことをする芸術家はいないだろう。

　いくつもの細工を動かして開けられた木箱の中には、木彫りの男性器が沢山入っていた。そのすべてが先ほど見たあの裸像の形と同じものである。

　ヒルデは掘りかけの男性器を取り出すと、ノミを片手に掘っていく。

　あの裸像の男性器が好きすぎて、気付けば自分でも掘るようになっていた。あの裸像に違えぬものを作ろうと尽力した結果、木細工の腕がめきめきと上がったといっても過言ではない。今では裸像そっくりに作ることができるようになったが、それでも作るのをやめられなかった。

　ヒルデにとって、あの男性器を作るのは趣味を超えて生活の一部となっている。どんなに上手に作れても、何個作っても、新しいものを作りたくなるのだ。

　もちろん、これはどこかに出せるような代物ではない。男性器を模した性具も存在するけれど、材質は石膏がメインで、ささくれだつ危険のある木製は危なくて使えないだろう。

　どうあがいても、この作品がお金にならないのは承知している。他の誰でもない、自分の心の中で渦めく「作りたいという欲求」のために作っているのだ。

「……できた！」

　食事も忘れ、夢中で掘り続けた男性器が完成する。色々な角度から眺めて、ヒルデはうっとりと瞳を細めた。完成した作品を鑑賞するこの瞬間は幸福に包まれる。

「さてと、ご飯とお風呂を済ませないと」

　完成した男性器を木箱にしまい、細工を動かして鍵をかける。作品を作り終えた達成感から、ヒルデは寝るまでご機嫌だった。
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「はい、こちらが完成したものです」

　ある日のこと、ヒルデは作り終えた看板を顧客に渡した。

　この注文をしてきたのは、近所のレストランの店主だ。ここは芸術家が多く住む都市だが、観光客が多いので観光業も盛んである。特に飲食店は熾烈な競争を強いられていたから、「売り上げが伸びる」と評判のヒルデの看板は人気があった。

「おお、これが噂の！　いやあ、木彫りの看板というのもなかなかいいね。独特の温かみがあるというか……」

　ヒルデの作った看板に客は大満足のようである。

「あと一ヶ月は待たされると思っていたが、早めにできて嬉しいよ！　ありがとう！」

「喜んで頂けて光栄です。二号店を出されるときには、ぜひまた私にご注文ください」

「二号店か……出せるといいな」

　そう言いながら、看板を抱えて客が帰っていく。

　渡されたお金は一年前に比べると多い。この一年間でヒルデの作品の価値が上がったぶんだけ、それは価格に反映される。

　お金がいらないという芸術家もいるけれど、お金はまさに自身への評価であり、代金を受け取るときはいつも嬉しかった。もっともっと価値のあるものを作れるように精進したいと思う。

「さてと、次のを作らないと！」

　そう言って、ヒルデは作りかけの看板を手にする。

　三ヶ月先まで予約で埋まっているものの、余裕を持って受注しているので実際の工程は余裕があった。

　この店はヒルデひとりで切り盛りしている。体調管理は気をつけているが、ぎりぎりの日程で仕事を受けてしまうと、体調不良で寝込んでしまったときになし崩し的にすべての注文に影響が出てしまう。

　それよりは余裕のある日程で受けておいて、早くできたものはその時点で相手に渡すようにしていた。

　もっとも、余裕があるからといってサボるつもりはない。注文してくれた人は納品を楽しみにしているのだ。少しでも早く渡したいから頑張ろうと思う。

　ヒルデが集中して作業していると、カランコロンとドアにつけていた鈴の音が鳴った。どうやら、客が来たらしい。

「いらっしゃいませ……、……っ！」

　店内に入ってきた人物を見てヒルデは驚く。

　長身の男で、年は三十代前半くらいだろうか？　黒い髪をオールバックにし、仕立てのいいスーツを着ている。少し下がり気味の眼差しはなんとも言えない色気があり、緑色の瞳をしていた。

　長身の美丈夫が来店しても普段ならなにも感じない。しかし、彼は違った。

　立ちかた、体幹の様子、スーツ越しのシルエット……それは、まさに――

「君がこの店のオーナーかい？」

　ぼうっと彼を見ていたヒルデだが、問いかけられてはっとする。

「はい、そうです。私がこの店のオーナーであり職人のヒルデです」

「そうか。俺はこういう者だ」

　彼は胸ポケットから名刺を取り出す。そこには『ジン画材店　社長　ライニース・ジン』と書いてあった。

「ジン画材店って、あの……！」

　ヒルデは目を丸くする。

　芸術家が多く住むこの都市には画材店も沢山ある。その中でも、ジン画材店は一等地に店を構えており、輸入画材をメインに取り扱っていた。国内の画材もいいが、外国の画材も違った使い心地で刺激的だと、若い芸術家の間でジン画材店は大人気である。

「そうだ、そのジン画材店だ。知っていてくれて嬉しいよ」

　ライニースはにこりと笑う。営業用の笑いだが、下がり気味のまなじりがさらに下がって艶っぽい印象だった。

「この店で看板を作ると、売り上げが伸びるって評判を聞いて、ぜひ君にうちの看板をお願いしたくてね」

　彼はにこやかに話しかけてくる。

「ありがとうございます。……ですが、今は三ヶ月先まで予約で埋まっておりまして、かなりお待ち頂くことになりますが、それでも大丈夫でしょうか？」

「三ヶ月先か……。お金を倍額払うなら、早めにできるかい？」

「っ、それは……」

　ヒルデは言葉を詰まらせた。

　正直なところ、余裕を持った受注と早めの制作により、丸々一ヶ月は余裕のある日程である。ひとつくらい新規の依頼を受けても大丈夫そうだった。

　しかし、いくらお金を出してもらえるといっても順番がある。彼を先にしてもいいのかどうか迷うと、ライニースはさらにもう一押ししてきた。

「では、三倍ならどうだ？　実はここに来る前に君が作った看板を見てきたが、君の技術にはそれだけの対価を払う価値があると俺は思っている」

「……っ！」

　ヒルデの心が揺れる。芸術家にとって、自分の価値を認められるのはこれ以上とない喜びだ。「はい！」と承諾しそうになるものの、どうしても気になることがあったヒルデは彼に訊ねてみた。

「あの……その前にひとつだけ教えて欲しいことがあるんです」

「ん？　なんだ？」

「国立公園の噴水前に裸像がありますが、そのモデルはライニースさんですか？」

「……っ！」

　ライニースが目を瞠る。その表情から答えはわかった。

「やっぱり、そうなんですね」

　ヒルデは頬を上気させる。

　彼の姿を見た瞬間、ヒルデはすぐに気付いた。服を着ていても、体のバランスでわかってしまう。それほど、あの裸像を観察しているのだ。

「すごい審美眼だ。そんなことがわかるのか」

　ライニースは感心したように呟いた。

「若い頃、事業を立ち上げる金欲しさにヌードモデルをやったんだ。相手は有名な芸術家で報酬も高額だったからね。……とはいえ、俺がモデルをしたのはそのときの一回だけだ。自分の裸の像が飾られていると知られるのは恥ずかしいから、このことは秘密にしてくれると助かる」

「はい、誰にも言いません」

　頷きながらヒルデは彼を見る。

「しかし、顔が別人なのにモデルがわかるなんて、ますます気に入った。君は素晴らしい芸術家だ。報酬ははずもう。だから、うちの看板を早めに作ってくれるかな？」

「……っ、それは……」

　評判だけでなく、実際に自分の審美眼まで認めてもらえたのは嬉しい。報酬もはずんでもらえるというし、この依頼を受ける価値はあるだろう。

　――だが、どうしても彼に頼みたいことがある。

「仕事は受けます。でも、ひとつお願いしたいことがあるんです」

「ん？　お願いしたいこと？」

　ライニースが小首を傾げる。

「初めて噴水前の裸像を見たとき、私は衝撃を受けました。像そのものの出来はもちろんですが、それ以前にモデルが素晴らしいと思ったのです。一度、あのモデルで作品を作ってみたいと思っていて……。だから、どうかモデルをして頂けませんか？」

「モデル？　俺が？」

　看板を発注しに来たのに、逆にそんなことを依頼されるとは予想もしていなかったのだろうか、彼は困惑した表情を浮かべた。

「それって……ヌードモデルということかい？」

「はい」

　ヒルデは頷く。

　ヌードモデルは高給の仕事だ。報酬をはずむという看板代よりも、ヌードモデル代のほうが上回るだろう。

　さらに、裸になることを望まない相手に依頼する場合、相手の望む額を払うという風習があった。絶世の美女が一度ヌードモデルをしただけで豪邸を建てるというのも、この国では珍しい話ではない。

「看板は最優先で作ります。言い値を払います。私も貯金はありますが、それでも足りないというのでしたら、何年かけても払います。どうか、モデルになって頂けないでしょうか？」

　ヒルデは深く頭を下げた。

　あんなに恋いこがれた噴水前の裸像のモデルが目の前にいるのだ。この好機を逃したくはない。

「いくらお金を払うと言われても、あいにく俺は金には困ってない。それ以前に、俺の本職はモデルではない。そういうことは、プロのモデルに頼んだほうがいいんじゃないか？」

「いいえ！　私はあの噴水前の裸像に惚れこんで、ずっと見てきたのです」

「一目であの像のモデルが俺だとわかったくらいだ。君はあの像に特別な思い入れがあるのだろう。だが……」

　ライニースは難色を示している。

　しかし、彼は画材店の社長だ。芸術には理解があるし、ヒルデの情熱が伝われば心が傾ぐかもしれない。そう思ったヒルデは、少し離れた場所に置いてある木箱に向かう。

「ライニースさん、こちらに来てください！」

　木箱の仕掛け細工を動かしながら、ヒルデは声をかける。

　ライニースが近づいてくると、ちょうど箱が開いた。その中を覗きこんだライニースが、ぎょっと目を瞠る。

「ここにあるものは、すべてあの像を思いながら掘ったんです」

　木彫りの男性器を取り出しながらヒルデは言う。

「今まで沢山の裸像を見てきましたし、芸術学校の授業では大勢のヌードモデルを参考にして作品を作りました。それでも、あの噴水前の裸像の男性器を見たときに衝撃を受けたのです。一目惚れと言っても過言ではありません」

「こ、これは凄まじい量だ。それに、全部俺の形だ……」

　大量の男性器――しかも、自分の男性器を模したものを見ながら、ライニースが呟く。

「これほど、私はあの裸像に心を奪われているのです。あの裸像のモデルを実際にこの目で見て作品を作ってみたいと思っていて……」

　男性器の木像を手に握りしめたまま、ヒルデは再び頭を下げた。

「お願いします！　実物を見ながら、これを作ってみたいのです！」

　綺麗に磨かれた革靴のつま先がヒルデの視界に入る。上質な革を使ったその靴はオーダーメイドの品だろう。金も地位もある彼がヌードモデルを受ける利益はない。

　それでも、どうしてもこの機会を逃したくはないのだ。

　沈黙の中、ヒルデは頭を下げ続ける。頭上から大きな溜め息が聞こえ、断られるかと思った次の瞬間、呆れた声色でライニースが言った。

「わかった。君の情熱は伝わってきた。モデルを受けよう」

「……っ！」

　ヒルデは顔を上げる。ライニースは苦笑していた。

「ありがとうございます！」

「君の熱意に負けた。この木箱の中に入っている木像の量……これは、一朝一夕でできる量ではない」

「ありがとうございます！　それでは、お代はいくらになりますか？」

「金はいらない。その代わり、君にヌードモデルを頼みたい」

「え？」

　まさかの要求にヒルデは驚く。

「芸術に携わる仕事をしているが、俺自身も絵を趣味にしている。……が、俺の癖なんだが、俺は絵を描くときにどうしても独り言が出てしまって、モデルに集中できないと怒られるんだ」

「ああ……」

　芸術家というのは変わり者が多い。裸像の男性器に執着しているヒルデも変人の部類だが、裸にならないと絵を描けない画家がいるし、十歳以下の子供を歌わせながら作品を作る芸術家もいる。

　だから絵を描くときに独り言が出てしまうくらい、珍しくもない。

「俺は画材店の社長だが、芸術家としては無名どころか趣味の域を出ない。今まで頼んだプロのモデルにはうるさくて気が散ると断られて、絵を描くことができなかった」

　モデルは長時間同じポーズをとり続けるし、指先に至るまで神経を集中させる。

　そして、プロのモデルは仕事を選ぶのが常だ。相手が高名な芸術家なら多少の奇行は我慢するだろうが、趣味で絵を描くような客ならば遠慮なく仕事を断ってしまうだろう。

「プロが駄目ならと、アマチュアのモデルを頼んでみたら、今度は貴重な画材が盗まれる始末だ。プロにもアマチュアにもモデルを頼めず、人物画を描くのは諦めていたんだが……」

　ライニースはじっとヒルデを見る。

「君はプロのモデルではないが立派な芸術家だ。芸術家の奇行には理解があるだろうし、俺をモデルにしたいという思いは本物だろう。君がヌードモデルをするという条件ならば俺もやる。……どうだ？」

「わ、私がモデルを……」

　ヒルデは自分の体を見た。

　木細工は意外と力がいるので、体は贅肉もなく引きしまっている。胸部や臀部が大きいわけではないけれど、だらしない体型ではないし、ヌードモデルとしては及第点だろう。

　それでも、人前で脱ぐというのは覚悟がいる。しかも、相手は男性なのだ。

　少しだけヒルデの頬が赤く染まる。

　プロのモデルは人前で裸になる羞恥心を克服している。しかし、ヒルデはプロのモデルではないし、それはライニースも一緒だ。

「恥ずかしいかい？　俺もよく知らない女性の前で裸になるのは恥ずかしい。なにせ、あの裸像の作者は男だったから、女性相手にヌードモデルをするのはこれが初めてだ。お互い様というわけだが、嫌なら断ってくれても俺は構わない」

　ライニースにしてみれば、ヌードモデルがヒルデである必要性はない。だから、ヒルデが断っても痛くもかゆくもないだろう。

　だが、ヒルデは違った。モデルはライニースでなければならないのだ。

　ためらったのは、ほんの一瞬。羞恥心は消えないけれど、それよりも芸術家としての創造欲が勝る。

「やります！」

　ヒルデは宣言した。

「脱ぎます！　ですから、どうかモデルをしてください！」

　男性器の木像を握りしめながら、ライニースを見つめる。

「そこまでして、俺をモデルにしたいのか」

　呆れているのか、驚いているのか、どちらともつかない表情で彼は苦笑した。

「わかった、交渉成立だ」

　ライニースは手を差し出してくる。ヒルデも手を伸ばし、しっかりと握手をした。

「よろしく、ヒルデ」

　そこで初めて「君」ではなく「ヒルデ」と名前を呼ばれる。木細工店のオーナーとしてではなく、一個人として認識されたのだろう。

「こちらこそ、よろしくお願いします、ライニースさん」

　ヒルデは満面の笑みを浮かべる。握手を交わした掌がじんじんと熱を持っている気がした。

















第二章　初めてのモデル












　ライニースが店に来た翌週、ヒルデの店の前に豪華な馬車が止まった。ライニースがよこした迎えである。

　ヒルデの店は週に一回、定休日を設けていた。一方、ライニースの店には定休日はない。

　画材が切れる前に計画的に買いにくる芸術家は半数くらいで、残り半分はなくなってから慌てて買いにやってくる。

　だから各々の画材店は定休日をずらしているが、ライニースはあえて「定休日を作らない」という方針を設けていた。

　もっとも、運営には人が必要不可欠なので、多くの従業員を雇いそれなりの報酬を出している。彼の店が大きくなった理由のひとつが「いつ来ても開いている」という安心感でもあった。

　社長であるライニースも週に二日は休みをとっている。社長が倒れては元も子もないと、従業員にも休みの取得は徹底しているようだ。

　彼はヒルデの定休日に合わせて休みを調整するらしい。そして週に一回、互いにヌードモデルをする約束を交わした。

　ライニースの家の場所は聞いていたが、歩いて行ける距離である。わざわざ馬車を出してもらう必要はないけれど、「迎えをよこす」と言われて素直に受け入れることにした。

　ヒルデは馬車に乗りこむと、ぴったりと足を閉じる。お尻の感触が、いつもと違う感じがした。

　――実は今、ヒルデは下着をつけていない。服の下は裸である。

　下着を身につけると、どうしても肌に下着の痕が残ってしまう。だからプロのヌードモデルは、仕事の前日から下着をつけないと聞いていた。

　ヒルデはプロのモデルではないし、下着の痕が残っていたところでライニースは文句を言わないだろう。だが、ひとりの芸術家として、プロのようにとまではいかなくても、モデルとしてできるだけ最高の状態でいたいのだ。

　下着をつけていないのは落ち着かないが、それよりも裸像のモデルを見て作品を作れるという高揚感に包まれていた。実物が見られるのだと思うと心が躍る。

　そわそわしながら馬車に揺られていると、あっという間にライニースの家についた。

「うわ……」

　目の前に立ちはだかる豪邸にヒルデは驚愕する。

　ライニースの住んでいる区画は、成功した芸術家が住む高級住宅街だ。彼は社長だし、お金持ちだとわかっていたが、こうして豪邸を目にするとライニースがいかにすごい人物なのか実感してしまう。

「こちらです」

　馬車の御者は豪邸のほうではなく離れになっている小屋にヒルデを案内した。

　もっとも、小屋とはいえヒルデの店より大きい。最近は居住区とアトリエを別に建てるのが流行っていると聞くし、おそらくここがライニースのアトリエなのだろう。

「旦那様、ヒルデ様がお見えになりました」

　ノックをしたあと、御者が声をかける。すると、すぐに返事があった。

「入ってくれ」

「はい。……それではヒルデ様、どうぞ」

　御者に扉を開けてもらい、ヒルデは小屋……もといアトリエの中に入る。御者はついて来ず、ヒルデだけが中に入った。

　アトリエの中は質素で、逆に創作意欲が湧いてくる気がする。入ってすぐの場所に部屋があり、中に入るとそこにライニースがいた。

　彼はバスローブを着ていた。おそらく、気を使って下着をつけずにいてくれたのだろう。

「ようこそ、ヒルデ」

　画材の整理をしながら彼が言う。

「君の荷物はそこのテーブルに置いてくれ。椅子もいくつか用意してあるから、好きなものを選んでくれ」

「はい、ありがとうございます」

　テーブルの脇にはヒルデ用に大小様々な椅子がある。作業をする椅子のひとつにまでこだわる芸術家もいるから、色々な種類のものを用意してくれたのだろう。革張りの椅子から、質素な木の椅子まで選び放題だ。

　その中から、ヒルデは一番安そうな木の椅子を選択した。クッションのある椅子のほうが座り心地がいいだろうが、作業をすると椅子が木くずで汚れてしまう。特にこだわりはないし、高そうな椅子を汚すほうが気になってしまうので、掃除が簡単そうな木の椅子がいいと思った。

「この椅子を借ります」

「ああ、好きにしてくれ。ところで、どちらが先にモデルをする？」

　腕を組みながらライニースが訊ねてくる。

「俺はこの格好だから、できれば先にモデルをしてしまいたい」

「わかりました。私も下着をつけていないので落ち着かないのですが、バスローブでは絵を描きづらいでしょうし」

　ヒルデがそう答えると、ライニースが目を瞠った。

「なに？　下着をつけていないのか？」

「はい。ヌードモデルって普通はそうですよね？」

「そうだが、君はプロのモデルではないだろうに……」

「それを言うなら、ライニースさんだってそうですよね？」

　ヒルデは思わず笑ってしまう。

　お互いにプロのモデルではないものの、相手のことを思って準備していたのだ。社長ともあろう人物が、ヒルデのような若い芸術家のためにそこまでしてくれたのは嬉しい。

「……ッ」

　ヒルデの笑顔を見てライニースが視線をそらした。心なしか彼の目の下が赤くなっている気がする。

「では、準備します。準備が終わったら声をかけますので、モデルをお願いしてもいいですか？」

「あ、ああ……」

　椅子の近くに置いてあった作業台にヒルデは道具を並べていく。そして、とっておきの木材を取り出した。

　なかなか手に入らない高価なもので香りもいい。あの裸像のモデルを直に見て作品を作ることができるのだから、材料は奮発した。

　ヒルデが取り出した木材の大きさを見て、ライニースが訊ねてくる。

「ひとついいかい？　そのサイズだと、もしかして作るのは全身像ではなく……」

「はい、男性器の木像を作らせてください」

　恥じらうことなくきっぱりと答える。ヒルデにとっては芸術なので羞恥心はない。

「……っ」

　戸惑い始めたライニースに、ヒルデが声をかける。

「あの、準備ができたのですが……」

「ああ、わかった。そういえば、君が彫った作品もすべて男性器のものだったな。全身像なら、しばらくは問題ないと思っていたのだが……」

　ライニースがバスローブを脱ぐ。

　男の裸など、ヌードモデルのものや街の至る場所にある裸像、本などで沢山見慣れていた。しかも、彼の裸については噴水前の裸像を目に焼き付けるほど見ている。

　だから、どこか見慣れた裸体が出てくるのかと思っていたものの、見慣れないものがヒルデの視界に入ってきた。

「あ……！」

　――勃っている。勃起しているのだ。

「これは……」

　木材を手にしたまま、ヒルデは立ち尽くす。

　この国において裸の作品は芸術の一環だ。しかし、裸の作品にも禁忌がある。それが「勃起描写」なのだ。

　いかなる作品も、勃起している男性器を表現しているものは存在しない。それは卑猥物となり芸術作品としてみなされなかった。

　ちなみに女性の場合は女性器がそれにあたり、女性が裸になっている作品は必ず足が閉じられ、陰部を詳細に描写したものはない。

　よって、性交中のものを作った芸術物などなく、そういったものは性的消費用の娯楽物としてみなされ、この国では高い評価を受けられない。

　だからヒルデは、勃起した男性器をモチーフにした作品を見たことがなかった。恋人がいたこともないので、勃起という現象は知っていても実際に形状は知らない。美術の教科書に載っているような、重力に従ってぶら下がっている男性器しか知識になかった。

　しかし、今目の前にある男性器は元気に上を向いている。しかも太い筋がやや脈打っているような気がした。

「す、すまない。その、君が下着をつけていないと言うから……」

　気恥ずかしそうにライニースが言う。

「この状態では作品にできないだろう。少し時間をくれないか？　処理をしてくる」

　脱いだバスローブを再び羽織ろうとする彼に、ヒルデは声をかけた。

「処理って、多分こういう風にするんですよね？」

　ヒルデは手で筒を作ると空中で上下に動かす。すると、彼の股間のものがぴくりと震えた。

「そ、そうだが……」

「私が触ってはいけませんか？」

「なんだと？」

　ライニースが驚愕する。

「男性経験がないので、私は男性器に触れたことがありません。実際の手触りを知らないのです。もし、その感覚を知ることができれば、もっといい作品を作れるような気がするのですが……」

　ヒルデは彼の男性器を見た。気のせいでなければ、その先端に透明な液体が滲み始めている。

「どうせ触る必要があるなら私が触りたいと思ったのですが、芸術家がモデルに触るのは褒められる行為ではありません。ですので、もしライニースさんがよければ、なのですが……」

　無意識のうちに、ヒルデの手は筒状のものを触れる動きをする。

　芸術家としての知的欲求心が勝り、触りたいと強く思ってしまった。その思いが手の動きに出てしまう。

　ライニースの視線がヒルデの手に向けられた。ごくりと、彼が喉を鳴らす。

　無言のまま立ち尽くすライニースに、ヒルデは明るく言った。

「変なことを言ってすみませんでした。迷惑でしたよね？　どうぞ、向こうで処理を……」

「いや！　迷惑なんてことはない！　君がよければ、ぜひ触ってくれないか？」

　ヒルデがぎょっとするくらい、大きな声で彼が言う。

「いいんですか？」

「あ、ああ。もちろんだ。多分、君がやったほうが早い」

　そう言いながら、彼は椅子にバスローブを敷くと、その上に座って足を開く。彼の足の付け根には、依然元気なままの男性器があった。

　ヒルデは小走りで彼に近づく。そして、床に膝をついた。ちょうど目の前に男性器がくる。

「うわ……」

　形状は違うが、憧れの男性器を目の前にしてヒルデは瞳を輝かせた。くんくんと鼻を鳴らすと、ライニースが目を瞠る。

「な、なにをしている」

「すみません、匂いも覚えておきたくて……」

「ああ、もう……」

　ライニースは溜め息を吐きながらこめかみに手を当てた。

「好きにしてくれ」

　なにかを諦めたように言われて、ヒルデは「ありがとうございます」と、男性器に手を伸ばす。

　つんと指先でつついてみると、予想以上の硬度を持っていた。

「硬いんですね！　それに、すごく大きい……」

　目の前のそれは、裸像で見た男性器のものより遙かに長く太くなっている。率直な感想を述べると、男性器がびくっと震えた。

「俺を褒め殺しする気か……」

　そんなライニースの呟きは、夢中になって観察しているヒルデの耳には届かない。

　上から、横から、斜めから、至る角度から眺めたあと、ヒルデは怒張に触れる。掌で包みこむと、「ンッ」と、少し高めの艶やかな声が頭上から聞こえた。扇情的な声色に思わずどきりとして、ひるんでしまう。

　しかし、知的欲求心が勝り、ヒルデは彼の男性器の感覚を手に刻み始めた。硬さ、太さ、熱――それらのすべてを覚えようとする。

　ふと、ヒルデは丸まった先端部分の中央に小さなくぼみがあることに気付いた。今までに見たことのある芸術作品はここまで詳細な描写をしているものがなかったので、ヒルデは何気なく鈴口に指先を押し当てる。

「――ッ！」

　びくりとライニースの腰が浮いた。

「ア……、ま、待ってくれ、そこは……」

「え？」

　ヒルデの指の腹が少しだけくぼみに沈んだ。粘着質な音と共に、透明な液体がどんどん溢れてくる。

「ク……っ、う……ハァ……、ッ」

　ライニースの息が荒くなっていった。気のせいでなければ、男性器が一回り大きくなっている気がする。
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　ヒルデは先端のくぼみを指先で弄りながら、もう片方の手で肉竿を擦り上げた。

　気持ちよくさせようと思ってやっているわけではなく、単に男性器の観察をしているだけだが、ライニースにはかなりの刺激になったらしい。

「も、もう、出る……っ」

「え？」

　声をかけられた弾みで、ぎゅっと強く肉竿を握った瞬間、彼の怒張は打ち震え白濁をまき散らす。熱い雄液はヒルデの顔にまで飛んできた。独特の匂いが鼻をつく。

「あ……っ、す、すまない……！」

　荒い呼吸をしながら、ライニースが申し訳なさそうに謝罪した。

「いえ、大丈夫です」

　ヒルデはポケットからハンカチを取り出すと顔を拭う。ライニースのほうは、バスローブの端で汚れた部分を拭いているようだった。

　だが――

「あれ……？」

　気のせいでなければ、彼の男性器はまだ元気に上を向いている。

「これって、元に戻るまで時間がかかるんですか？」

　射精すればすぐに鎮まると思っていたヒルデは、何気なく聞いてみた。

「普通はそうだが、その……、あんな風に触られたら、一回では収まりそうにない」

　気まずそうにライニースが言う。射精直後の触感も知りたいし、なにより先ほどのようなライニースの姿を見たいと思ったヒルデは、再び彼のものに触れた。

「ク……ッ」

「さっきより、少しだけ柔らかいですかね？」

　肉棒の感触を確かめていると、たちまちそれは硬くなった。

「もう一度、いいですか？」

　事後承諾となるが、改めて聞いてみる。すると、なにかを諦めたような声でライニースが答えた。

「ぜひ触ってくれ……」






　――結局、合計三回の射精を経てライニースのものはようやく鎮まった。裸像で見慣れた形となり、ヒルデはさっそく木材を掘り始める。

　木細工のやり方は人それぞれで、しっかりと鉛筆で木にアタリをとってから掘り始める人もいるが、ヒルデはいきなり掘り始めるタイプだった。先ほど感じた手触りを思い出しながら、男性器を掘っていく。

　木くずが床に落ちていき、どんどん棒状の形になっていった。だが、そこで無情にも時間が来る。

「……そろそろ、交代の時間だ」

　時計を見ながらライニースが言った。まだ作り続けたかったが、ヒルデは大人しく作業を止める。

「はい、わかりました」

　どうせまた来週も時間がある。焦ることはないとヒルデは片付けを始めた。ライニースのほうも服を着替えに行ったようだ。

　そして、今度はヒルデがモデルになる番である。

　ヒルデが男性に裸を見せるのは、これが初めてのことだった。恥ずかしいけれど、芸術のためだと自分に言い聞かせて、思い切って服を脱ぐ。

　すらりとした裸体を晒すと、ライニースが目をすがめた。

「モデル並みに均衡がとれた体をしているんだな。君ならモデルとしてもやっていけると思う」

「……ありがとうございます。それで、どういうポーズをとればいいですか」

「そうだな……。スケッチがしたいから、椅子に適当に座ってくれ。こちらが声をかけたら、ポーズを変えて欲しい。ポーズは任せる」

「わかりました」

　ライニースが手にしていたクロッキー帳は真新しく、彼は久々に絵を描くのかもしれない。勘を取り戻すため、まずはラフスケッチに留めるのだろう。

　ヒルデは椅子に座ると、言われたとおり適当にポーズをとる。定番は決まっているから、色々な作品で見たことのあるポーズをしてみた。

　ライニースは真剣な眼差しでヒルデを見る。

「……」

　先ほどの上気した顔とは打って変わって、とても凜々しい表情だ。迫力さえ感じる。

　その顔だけならとても格好いいのに、彼は手が動くと同時に口も動いてしまうようだった。

「美しい……実に美しい。腰のくびれが芸術的だ」

　それはヒルデに向かって声をかけているわけではない。無意識のうちに口をついて出てきてしまうようだ。

「胸の下にホクロがあるのか。少し大きめだね。とてもセクシーだ」

　最終的にはセクシーだと褒めているが、ホクロを指摘されて喜ぶ女性は少ないと思う。特に、美を売りにするヌードモデルならなおさらだ。

　独り言が酷すぎてプロのモデルに断られていたようだが、彼を嫌がるモデルの気持ちもわかる。

　もっとも、ヒルデは芸術家側の人間なので、作業中の奇行には理解があった。しかし、プロのモデルにしてみたら、我慢してまで素人の趣味に付き合う必要はないだろう。報酬のお金は得られても、後世に残るような作品の演者にはなれないのだから。

　いいモデルが見つからないはずだと思いながら、ヒルデは次々とポーズを変えていく。

「胸の大きさも素晴らしい。先端はつんとして、綺麗な桃色だ」

「……」

　――本当に、この男はうるさい。

　先ほどからずっと褒められているものの、ヌードだからか性的な内容が多い。嫌な気分ではないが、むずがゆいような気がした。

「美しい……臀部の曲線はまさに神がもたらした奇跡だ」

　ヒルデは作品を褒められることはあるが、容姿そのものも褒められることは滅多にない。だから、こうして延々と褒められ続けると変な気分になってくる。

　気のせいでなければ、足の付け根あたりがぬかるんでいる気がした。ばれないように、しっかりと足を閉じる。

　芸術作品は女性の秘処を描いてはいけないから、足を開くポーズをとらなくていいのはせめてもの救いだった。






　それからしばらくして、ようやくヒルデのモデルの時間が終了した。服を着て、さっそく彼の描いたものを見せてもらう。

　モデルは作者に作品を見せてもらう権利があるのだ。

「実は、プロのモデルに頼めない理由がもうひとつあって……俺は絵を描くのが好きだが、すごく下手なんだ」

　クロッキー帳を握りしめながら、ライニースがぽつりと呟く。

「なるほど……、芸術家相手で目が肥えているプロのモデルに見られるのがお嫌だったんですね？　気持ちはわかります。……でも、モデルの権利として、私を描いた作品を見たいです」

　ヒルデははっきりと要求した。芸術家という立場としても、自分が関わった作品を見たいのだ。

「……下手だぞ」

　ふてくされた顔でライニースがクロッキー帳を差し出してくる。さっそく開いてみると、描かれている人物がかろうじて女性だとわかるものの、子供の落書きに毛が生えた程度の絵だった。確かに、この絵をプロのモデルに見せるのは勇気がいるだろう。

　じっと絵を見つめるヒルデに彼が声をかけてくる。

「笑わないのか？」

「……！」

　ヒルデははっとした。

　下手な作品を笑われたのがきっかけで、芸術家になるのを諦めてしまう人は沢山いる。もちろん、悔しさを糧にして成功する者もいるが、多くの人は心が折れてしまうのだ。

　彼は過去に絵を笑われて、傷ついた経験があるのかもしれない。

　しかし、他人の作品を笑うことは、芸術家として、してはいけない行為だとヒルデは思っている。

「笑いませんよ。それに、線に勢いがあると思います」

　はっきりと告げると、ライニースは目を瞠った。

「基礎は知識としてあるようですね。このまま描き続ければ上達しますよ」

　ヒルデはクロッキー帳を閉じると彼に返した。

「本当に？　俺は成長が著しいような子供じゃなく、もういい年の大人だ。それでも、絵が上達すると思うのかい？」

「ええ。描き続ければ必ず」

「……っ」

　ライニースの瞳が揺れる。

「絵の先生を招いて教えてもらえば、もっと上達すると思いますよ」

「……いや、いい。君を見て、君を描いて上達したい」

　じっと、彼の瞳がヒルデを見つめてきた。宝石のような緑の瞳に、思わずどきりとしてしまう。

「来週もお願いする」

「は、はい。こちらこそ、お願いします」

　ヒルデは頭を下げる。そして、来週のモデルの約束をしてから帰宅した。

















第三章　縮まる距離












　ヒルデとライニースが互いのモデルをするようになってから、一ヶ月が経った。

　ヒルデはすでに三つの男性器像を完成させている。しかし、いくら作っても作っても飽きることはなく、木像作成への意欲は尽きない。

　この木像制作は、仕事とは関係ない創作行為だ。木細工が仕事のヒルデにとって、趣味の創作はいい気分転換にもなるし、憧れていた裸像のモデルを見て作成できるのは本当に幸せなことである。

　しかも、この一ヶ月でヒルデの腕はさらに上達していた。

　ライニースの店の看板は最優先で仕上げたが、その出来映えには彼も驚いていたし、その後に作成した他の客の看板も「予想より素晴らしい」と報酬を上乗せしてくれたりした。

　一方のライニースも徐々に絵が上達している。上手とは言えないけれど、ヒルデが彼の絵を笑うことはないので、のびのびと描けているようだ。絵の雰囲気が無機質なものから温かいものへと変わり始めているのを、ヒルデは感じる。

　そして今日、週に一度の互いにモデルをする日なのだが――






「……ッ」

　アトリエに、男のくぐもった声が響き渡る。ライニースの屋敷に使用人は沢山いるが、アトリエには誰もいないので、この声を聞けるのはヒルデだけだ。

　ヒルデは昂ぶった男根を手でしごき、その熱と硬さを感じとる。

　ライニースはモデルをする際、必ず勃起していた。わざとやっているのかと疑うほどだが、彼の狼狽えた様子を見るとライニースとしても不本意なようだ。

　どうしてそんなに勃起してしまうのか、女であるヒルデに男の生理現象は理解できない。しかし、勃起したままでは作品を作れないので、こうしてヒルデが毎回鎮めるようにしていた。

　ヒルデにしてみれば、この行為はモデルに触れられることができるので嫌ではなかった。

　それに、実際の男性器に触れたことで、よりよい木像を作れるようになった気がする。勃起時と平常時では長さも硬さも違うけれど、平常時の様子は「勃起の可能性を秘めた姿」として表現しているつもりだ。それに――

「……うあっ」

　ライニースが首を仰け反らせる。つうっと、一筋の汗が太い首筋を伝っていった。

　そんな彼の姿を見て、密かに胸が高鳴ってしまう。

　ヒルデが触れるとライニースは反応するのだが、その様子がなんとも言えない色気がある。処女であるヒルデは男性経験がないから知らないことばかりだが、男性もこんなに艶っぽい声を上げるものだろうか？

　均衡のとれた逞しい肉体美を持つ彼が、男性器に触れられただけでびくびくと体を震わせ、頬を上気させる。肌が汗ばみ、かぶりを振るとオールバックが乱れて、前髪が額に張り付く様子は扇情的だ。

　乱れる彼を見ると、どうしようもなく気分が高揚してしまう。そして、その気分のまま作品を作ると、よりいいものができる気がするのだ。

「で、出る……、――ッ」

　掠れた声と共に肉棒が打ち震え、白濁液が飛び散る。その液体はヒルデの指先を塗らした。独特な匂いが鼻に届く。

　この行為は毎度のことなので、始める前に拭くためのタオルを近くに置いていたのだが、ヒルデは指先についた精液をなんとなく見つめてみた。

　――何度も触れているが、これは一体どういう味がするのだろう？

　好奇心に負け、ヒルデはそれをぺろりと舐める。少し渋みのある味が舌先に広がった。

「き、君……っ！」

　己の体液を舐められたライニースが動揺を見せた。射精したばかりの男性器が、びくんと震えている。

「す、すみません！　つい……」

　勃起したものを触って処理をするだけならともかく、体液を舐めるなんてマナー違反だろうかとヒルデは謝る。

　しかしライニースはヒルデを責めるような表情はしていなかった。熱を孕んだ目でじっと見つめてくる。

「謝らなくていい。でも、君の舌を見たら……俺のを舐めているのを見たら……、俺の我慢も……」

　燃えるような眼差しとは対照的に、消え入りそうな声だった。彼の下肢ではそそり勃つ怒張が打ち震えている。

「我慢してるんですか？」

「その……手で触るだけではなく、……な、舐めて欲しい、と思っていて……」

　大の大人が裸で股間のものを大きくしながら、恥ずかしそうに呟く。その様子がまた、ヒルデの胸をしめつけた。

　そんな風に請われればどきどきするし、舐めたくなってしまう。

「舐めていいんですか？」

　ヒルデは跪き、彼のものに顔を寄せる。

「……ッ！　いいのか？」

「私も、手以外でこれを感じてみたいです」

　ヒルデは先端に唇で触れた。予想以上につるつるしている。

　人体の中でも唇は感覚が鋭く、指先よりも繊細な触感を持っていた。たまに木材の様子を唇でチェックすることがあるほどだ。

　ヒルデは男根を唇でなぞり、肌の質感を確かめた。指とはまた違う感触を味わう。

「う……っ、ハァ……」

　ライニースの腰がびくびくと震えていた。

　ヒルデは一通り唇で輪郭をなぞると、今度は舌を這わせてみる。

「うあっ！」

　ざらついた舌で裏筋をぺろりと舐めると、彼は今までに聞いたことがない声を出した。

　どうやら、手で触れられるよりも、口で刺激されたほうが気持ちいいみたいだ。

　そう思ったヒルデは、口で彼のものを愛撫していく。

　それは創作対象を隅々まで調べる行為だったが、ライニースにしてみれば快楽でしかないようだ。熱い吐息を零しながら、嬌声を漏らしている。

　ふと、ヒルデの舌先が鈴口に触れた。くぼみをつつくと彼の腰が跳ねる。

　その弾みでヒルデの口内に男性器が入りこんでしまった。

「んむっ！」

　硬い肉棒を頬張ってしまい、ヒルデはむせそうになる。

「す、すまない……！」

　ライニースは謝るものの、その腰は揺れていた。ヒルデの口内を怒張が行き来する。

「んっ、んむぅ……」

　顔を離すこともできたが、口内でも男性器を感じてみたくなり、歯を立てないように口をすぼめて顔を動かした。口内での男性器は、また違った感覚を訴えてくる。

「ッ！　いや、そこまでしてくれなくても……ッ、ああ！　ああ、ヒルデ……っ、すまない……！」

　口ではそう言いながらも、ライニースの腰が大きく揺れる。

　ふと、彼の大きな手がヒルデの頭に添えられた。

「……？」

　ヒルデは彼のものを咥えたまま、上目遣いで彼を見る。すると、蕩けそうな表情の彼と視線が合った。

「……ッ、ヒルデ……！」

　ヒルデの目を見た瞬間、彼が達する。びゅるびゅると、熱い飛沫が喉奥まで注がれた。

「んっ！」

　ヒルデは思わずそれを嚥下してしまう。

　すべてを注ぎこまれたあと、ヒルデは顔を離した。

「ごほ、ごほごほっ！」

　喉がいがいがして気持ち悪く、床に手をついてえずいてしまう。

「す、すまない！　飲んでしまったのか！」

　慌てた様子のライニースが水を用意してくれた。ヒルデはそれを飲み干す。

　ようやく喉が落ち着いた頃、彼のものはすっかり縮まっていた。これで木像制作ができそうだと思うと、ライニースが申し訳なさそうに告げてくる。

「すまないことをした。……その、女性にここまでさせた以上、俺としても責任をとる覚悟はある」

「責任？」

　濡れた口元を拭いながら、ヒルデは小首を傾げた。

「そうだ、責任だ。つまり、俺は君を……」

「ああ……ちゃんと責任をとってモデルをしてくださいね！」

　今の感覚を忘れないうちに早く木像を作りたいと、ヒルデはそそくさと自分の工具にかけよる。そんなヒルデの姿に、ライニースは肩を落として苦笑した。

　――彼の眼差しの奥に劣情が燻っていたことに、ヒルデは気付かなかった。






　唇で、舌で、口内で彼のものを感じてから掘った木像は、今までの中で一番出来がよかった。どこかに出せるような代物ではないが、この作品が彫れただけで大満足である。

　上機嫌なヒルデは、そのまま服を脱いでライニースのモデルになった。恥ずかしさはまだ消えないが、大分慣れてきている。

「……？」

　ライニースはいつもと違って口数が少なかった。手が動いていない気がする。

　もしかしたら、気分が乗らないのかもしれないし、悩みながら描いているのかもしれない。そういうときもあると、ヒルデはなにも言わずにポーズをとっていた。

　すると……

「ヒルデ。もう少し足を開いてくれないか？」

「え？」

　初めて彼にポーズを注文されて、ヒルデは驚いた。

「足を開くって……？」

「そのままの意味だ。足を開いて見せてくれ」

「芸術作品では女性器の描写は禁じられています」

「そんなことは知っている」

　ライニースは筆記具を持ったままヒルデに近づいてきた。

「お願いだ。君のすべてを見たい。その上で、君を描きたいんだ」

「……っ」

　懇願されて、ヒルデは拒絶することができなかった。

　なぜなら、彼の男性器に手で触れ、唇で輪郭をなぞり、舌で舐めたヒルデは、最高の木像を彫ることができたのである。

　絵は専門ではないが、ヒルデのすべてを知った上で描きたいという気持ちはわかる気がした。

　だからこそ、芸術家として彼の要求を拒むことはできない。

「わ、わかりました……」

　ヒルデはおずおずと足を開いた。誰にも見せたことのない場所がとうとう彼に見られてしまう。

「……っ」

　ごくりと、彼が喉を鳴らした。下がり気味の緑色の眼差しが、ヒルデの秘処をじっと見つめてくる。

「少し濡れているのかい？　朝露に濡れた花のようで美しい」

　スケッチをしながらライニースが言う。どうやら、いつもの独り言が再開したようだ。

　濡れていると指摘されて、顔が赤くなってしまう。……そう、彼のものを舐めているとき、お腹の奥が熱くなったことは自覚していた。

　彼に見られていると思うと、むずむずして、じわりと新たに蜜が溢れてしまう。

「恥じらう表情も綺麗だ。……ああ、もっと濡れてきたね」

　言わなくていいのに、細かく指摘してくる。羞恥心を煽られて、白い肌が薄桃色に染まった。

「もっと……もっと足を開いてくれ」

「……」

　要求されるまま、ヒルデは足を開いてしまう。

「そのまま、椅子の肘掛けに足をかけて」

「あ……」

　最初はほんの少し足を開くだけだったのに、彼の言葉につられて最終的には大きく開脚してしまった。両足を肘掛けにかけ、なんとも淫らな格好になっている。

「……ヒルデ」

　ライニースがクロッキー帳を閉じた。

「君は俺のものを触って、よりよい作品を作れたと言っていた。……できれば、俺も君に触ってから描いてみたい」

「……っ！」

　びくりと、ヒルデの肩が跳ね上がる。

　ヌードモデルは立派な職業で、芸術のために好きでもない男に裸を見せることは普通のことであった。だから、ヒルデも恥じらいはあれど、裸を見せることができる。

　しかし、恋人でもない男に自分の体を触れさせるのは話が別だ。そもそも、芸術家がモデルに触れることは厳禁である。

　とはいえ、ヒルデは彼のものに触れていた。そして、そのおかげでいいものを作れたという経験がある。だからライニースの提案を拒絶できない。

「……わ、かりました……」

　気分は乗らないが、了承するしかなかった。すると、ライニースが近づいてくる。コツコツと上質な革靴が床を鳴す。その音が大きくなると共に、ヒルデの心臓の音も大きくなっていった。ばくばくと鼓動は早まり、ごくりと喉を鳴らしてしまう。

　ヒルデの前までやってくると、彼は床に膝をついた。

　触れられる――そう思っていたが、彼は予想外の行動をとった。

　なんと、彼は手ではなく顔を近づけてきたのだ。しかも、胸や腕ではなく、秘められた部分に。

「ああっ！」

　生暖かい唇が触れた瞬間、ヒルデの腰が跳ねた。

　確かに、唇は指よりも触感が鋭い器官だ。だからといって、いきなり秘処に唇で触れてくるものだろうか？

　ヒルデが触れていたのは彼の男性器だし、同じ場所に触れることでおあいことしているのかもしれない。

　しかし、男を知らないどころか、自慰をしたこともないヒルデにとってその感覚は強烈すぎた。

　ざらついた舌先が秘裂を舐め上げると、腰に痺れが走る。

「っああ！」

　ガタガタと椅子が揺れると、倒れないようにライニースが押さえてくれた。

「少し舐めただけなのに敏感すぎるな。もしかして、自分でも触ったことがないのかい？」

「……っ、はい」

　涙目になりながらヒルデが頷く。すると、彼は笑った。

「それは嬉しいね」

　ライニースはヒルデを抱き上げると、作業部屋を出て行く。ヒルデは裸のままだったが、このアトリエに自分たち以外はいないので、誰かに見られる心配はなかった。

　彼は作業部屋のすぐ近くにあった部屋を開けて中に入る。そこには、質素ながらも大きいベッドがあった。

「ここは俺の仮眠室だ。清掃をしているから綺麗だよ」

　ライニースはベッドの上にヒルデを寝かせると、再び足の間に体を割りこませる。

「ベッドの上でなら、いくら暴れても大丈夫だから」

　そう言いながら、彼は再びヒルデの秘処に口づけた。収まっていた熱が再びこみ上げてきて、ヒルデは体をよじらせる。

「いやぁっ、……んうっ、あ……！」

　ここなら椅子とは違い、激しく体を動かしても落ちる心配はない。

　押し寄せる快楽にヒルデの腰が揺れるが、左に逃げようとも、右に逃げようとも彼の顔は追ってきた。唇と舌で容赦なく責めたてられる。

「あ……っ、はぁん、ぅ……！」

　ひくりと、蜜を垂らしながら秘裂がわななく。溢れた愛液は彼の舌に舐め取られ、ふっくらとした花弁を彼の指で拡げられた。

「指を挿れてもいいかい？」

　蜜口をじっくりと眺めながら、彼が訊ねてきた。もちろん、芸術のためならばヒルデは拒絶できない。

「……は、はい」

　消え入りそうな声で返事をすると、遠慮がちに指が差しこまれてきた。節ばった太い指が、ゆっくりと埋められていく。

　生まれて初めて異物を受け入れたが、唾液と愛液でぬるぬるになっていたその場所は、指一本をたやすく呑みこんだ。

「……っ、あ！」

「あぁ……。君のなかは、こんなにも温かいのか……」

　うっとりとした声色でライニースが呟く。

　彼の指はヒルデの中を検分するかのように触れていった。入り口に近い部分で指を曲げられると、ぴりっとしたなにかが腰を突き抜けていく。

「ひあっ！」

「ん？　ここか？」

　ぐりぐりと同じ場所を押してくる。そのたびに体が痺れ、それは次第に快楽へと変わっていった。

「やっ、そこは……っ、ん！」

　彼の指から逃げようとしても、どうにもできない。腰は彼を誘惑するかのように揺れるだけで、蜜口はぎゅっと指をしめつけた。

　ヒルデは彼の体に触れていない。震える手はシーツを強く握りしめている。それなのに、彼は男性器に触られたときのような興奮気味の吐息を零していた。

「ああ、ヒルデ……」

「んうっ！　あっ、あぁ……！」

　反応してしまう場所を責められて、ヒルデはなにも考えられなくなっていく。指の腹でひときわ強く擦られると、ヒルデの中で快楽がはじけた。頭が真っ白になり、全身を愉悦が支配する。

「――っ、あ……！」

　腰を浮かせながらヒルデは達した。熱い液が奥から溢れ出て、彼の手首まで濡らしていく。

　男性経験のないヒルデにとって、それは初めての絶頂だった。徹夜したときとは違う、なんともいえない疲労感に包まれて体から力が抜ける。

　ベッドの上でぐったりとするヒルデを見て、ライニースは満足そうな笑みを浮かべた。

「美しい」

　濡れた指を舐め取りながら、彼は部屋から出て行く。

　どこへ行くのかと思ったが、意外にもすぐに戻ってきた。どうやら画材をとりに行っていたらしく、クロッキー帳を小脇に抱えている。

　絵を描くのならポーズをとらなければと思ったものの、体を起こそうとしても力が入らない。彼の指はもう引き抜かれているというのに秘処はじんじんと熱く、まだ中になにかが入っているような気さえする。

「君はそのまま寝ていていい」

　そう言いながら、彼は鉛筆を紙に滑らせる。

「美しい……美しいよ、ヒルデ。汗ばんで濡れた体に、火照った顔。どんな男も魅了されるだろう」

　いつものように独り言を言いながら、彼はスケッチをした。ヒルデはぐったりとしたままベッドに横たわる。

　――その日見せてもらったスケッチは、今までの中で一番線に勢いがあり、拙いながらも人体の生々しさが伝わってくるような出来映えだった。

















第四章　暗雲












　ヒルデにとって、週に一度の定休日はただの休息日であり、特に何の思い入れもなかった。

　だが、最近は定休日が楽しみで仕方ない。ライニースに会える日がとても待ち遠しく思えるのだ。

　もちろん、憧れの裸像のモデルを見ながら作品を作れることはこの上ない喜びだ。どんなに木像を作っても、ずっと作り続けていたくなる。

　それでも、ヒルデは自分がモデルをする時間も楽しみに思えるようになった。

　一度ライニースに触れられてからというもの、彼は当たり前のようにヒルデの体に触れてくるようになった。秘処を指で拡げられ、中を覗かれたこともある。

　ヒルデの中は彼の指が届く場所ならすべてを触られている。最初は一本だった指も、気付けば二本に増やされていたし、そうなると快楽も倍になった。

　彼が体に触れてくるのは、実際の感触を知ることで、もっといい作品を作るためだとヒルデもわかっている。

　事実、ヒルデも彼の男性器に触れてからというもの、木像の出来がよくなった。それは仕事にも影響し、自分でもわかるくらい技術は向上している。

　だから、芸術のために彼が自分に触れることを許しているのだが、最近では違う感情が交じってきた。

　芸術のためだけでなく、ただ単純に触れてもらいたい――そう思うようになっていたのだ。

　彼に触れられると肉体的に気持ちいいだけでなく、胸の奥まで心地よく感じてしまう。もっともっと触れられたくなる。

　ヒルデが彼の男性器しか触っていないからか、彼も同様に女性器にしか触ってこない。

　下肢だけではなく、この胸にも触れてもらいたかった。もし触れられたら、跳ね上がるほどの鼓動まで伝わってしまうだろうか？

　仕事中は彼のことを考えずにいられるけれど、ふとした瞬間にそんなことばかりを考えてしまう。

　それがなぜなのか、ヒルデにはわからない。ずっと芸術一筋で生きてきて、男女の感情には疎いから、自分でも戸惑っている。

　とにかく、彼に会いたくて次の定休日まで指折り数える日々――ようやくあと三日となったその日、午後から雨が降り出した。よって、作業は中断である。

　いつもなら、雨のときには公園の裸像を見に行っていた。

　だが、今となっては公園に行く必要はない。週に一度、実物を見られるのだから。

　雨の日はヒルデが外出していると思われているから、店を開けていても客はほとんどこない。こまめに掃除しているから店の中も綺麗だ。

　さあ、この退屈な雨の時間をどう過ごそうかと思ったところで、ライニースの店のことを思い出した。

　彼の店は年中無休でいつでも開いている。そして、ヒルデが彼の店に行ったことは一度もなかった。普段は贔屓にしている職人のノミを使って作業しているが、海外産のノミは使ったことがない。たまには違うものを試してみようかと考える。

　ヒルデはお金を持つと、エプロンをつけたままの作業着姿で店を出た。彼の店までは少し歩くが、いい運動になりそうだ。

　雨粒が傘を叩く音を聞きながら、濡れた煉瓦道を進む。水たまりに映る空が雨の波紋でゆがむ様子を楽しみながら、ヒルデは歩き続けた。

　芸術家の中には、この雨の様子を作品にする者もいるだろう。それくらい、自然の恵みである雨は美しい。雨音に包まれた街はどこか幻想的でもある。

　しかし、ヒルデが趣味として一番作りたいものはライニースの木像だった。どれだけ完璧に作ってもなお作りたくなる。この一番の地位が揺らぐことは、これから先もない気がする。

　しばらく歩くと、ようやく彼の店に着いた。四階建てのビルで、三階までが売り場となっており、四階に事務所と倉庫があると彼から聞いている。

　この規模の店を構えられるのだから、商売は順調なのだろう。

　入り口にはヒルデが作った看板が掲げられている。防腐液を塗った看板は雨に濡れて色濃くなっており、その様子は独特の趣があった。自分の作品ながら、いい出来だとヒルデは思う。

　店の中に足を踏み入れれば、ヒルデのように作業着のまま画材を物色している人たちが沢山いた。仕事途中で画材が切れてしまったのか、それとも休憩時間にふらりと訪れたのか。それはわからないけれど、店は賑わっているようである。

　色々な国の画材を取り扱っているからか、観光客らしき人の姿もちらほら見えた。「こんなの、うちの国で売ってたんだ！」という声も聞こえてくる。

　店内の案内板を見たところ、木細工用の道具は三階に売っているようだ。ヒルデは階段を上り売り場に向かう。

　一階は芸術家の人口が多い絵画関係の売り場で、とても賑わっていた。だが、二階、三階と上るにつれて人が少なくなっていく。

　三階では誰かが歩く足音さえ響くほどだ。しかし、その静寂も心地よい。ヒルデはノミの売り場を探す。

　三階にはヒルデが知らない工具も沢山置いてあった。芸術学校の出身なので、専門外の分野にもある程度の知識はあるが、それでも使用方法を予想できないような器具まで置いてある。見て回るだけでも楽しめそうだ。

　木細工用の工具売り場に着くと、実用性を求めたわけではなく、柄の部分に綺麗な装飾が施されているものもあった。使いづらそうだが、これを使って作業すればさぞ見栄えするだろう。パフォーマンス用に購入してもいいかもしれない。

　とにかく、最低でもひとつは買って帰りたいし、気に入ったものがあればもっと買ってもいい。そう思いながら選んでいると、聞き慣れた声が耳に届く。

「おっと……、大人しくしてくれ」

　それはライニースの声だった。ここより上、四階から声が聞こえる。

　ライニースの店に来たものの、彼に会えるとは思ってもいなかった。社長自ら店先に出ることは少ないだろう。店の様子を見て回ることもあるだろうが、大抵は取引先に行っていたり、事務所に詰めていたりするのではないかと考えていた。

　しかし今、彼は声が聞こえるくらい近くにいるようである。

　週に一度の定休日以外も彼に会えるかもと思い、とたんに胸が高鳴った。彼の顔が見たくなってしまったし、彼とは仕事上の付き合いもあるわけだから、挨拶くらいしてもいいだろう。

　ヒルデは声が聞こえたほうに向かう。階段に出て上を見上げると、彼は階段の踊り場にいた。

　だが――

「……っ！」

　目に飛びこんできた光景にヒルデは絶句した。

　なんと、ライニースは女性と抱き合っていたのである。

「立ちづらいのか？」

　どうやら、女性が体勢を崩してしまったところを支えているらしい。

　鮮やかな金色の髪をした女性だった。髪のせいで顔は見えなかったが、すらりとしていて美人そうな雰囲気がする。上流階級の女性が好んで着るようなドレス姿だった。

「君の美しい顔が傷ついてしまったら大変だ」

　ライニースは彼女に優しく声をかけていた。

「長い間待って、ようやく君に会えたんだ」

「……」

　恋人同士の逢瀬を匂わせる雰囲気に、ヒルデはたまらずその場をあとにした。階段を駆け下り店を飛び出す。

　傘を店先に置き忘れたまま、土砂降りの中を走った。

「……っ」

　視界がゆがむ。雨が目に入ったのではなく、涙が溢れているのだ。

　そこでヒルデはようやく、自分がライニースに恋をしていたことに気付いた。なぜならば、先ほど彼と一緒にいた女性に激しく嫉妬しているからだ。

　――彼女はライニースの恋人なのだろうか？

　違って欲しいと思うけれど、先ほどの彼の言葉を考えると、そうとしか思えなかった。

　彼に恋人がいたことを素直に祝えないし、顔も名前も知らない女性のことを憎らしく思えてしまう。週に一度、特別な時間を過ごすうちに、彼に思いを寄せてしまったようだ。

　ふたりきりのアトリエで、ライニースはヒルデだけを見つめていた。いつもは下がり気味のまなじりが、絵を描くときだけ微かに上がる。真剣な眼差しを向けられると、いつもどきりとした。宝石のような緑の瞳に魅せられている。

　彼のクロッキー帳がどんどん自分の姿で埋まっていくのも嬉しかった。

　なにより、ヒルデの体で誰にも触れたことのない部分に彼が触れたのだ。自分よりも、彼のほうがヒルデの体を知っている。そんな特別な存在になった彼に惹かれていたのだ。

　――ところが、ライニースには恋人がいた。それを知ってヒルデの胸が苦しくなる。

　美しいと言っていたことだし、彼女はさぞかし美人なのだろう。着ているドレスもかなり豪華なものだった。

　この都市にはドレスのデザイナーも少なからずいるが、あのドレスは流行の最先端だ。ヒルデは木細工にこだわらず、様々な流行の情報収集をしているから、一目見ただけであのドレスがいかに人気で高い代物なのかわかってしまう。

　ヒルデはふと自分の姿を見た。薄汚れたエプロンが視界に入り、とても惨めな気分になる。

　考えてみれば、最初にヒルデの店に来たときにライニースが着ていたスーツはかなり上質なものだった。そんな彼の隣に立つのは、立派なドレスを着た女性がふさわしいだろう。彼らは、まさに似合いの恋人同士だ。

「……っ、ふ……ぅ」

　ヒルデは嗚咽を零す。

　ライニースはヒルデの定休日にあわせてわざわざ自分の休みをとり、一日中一緒に過ごしているのだから、彼に恋人はいないのだろうと勝手に思っていた。

　しかし、それは思い違いだったらしい。

　先ほどライニースは「長い間待って、ようやく君に会えたんだ」と言っていた。普段は彼女と離れて暮らしているのかもしれない。仕事が終わったあとではなく職場で会うくらいなのだから、よほど彼女に惚れているのだろう。

　ライニースへの恋心を自覚すると同時に失恋し、胸が苦しくなる。恋をテーマにした作品は沢山あるけれど、こんなにも胸を突き動かすような感情だったなんてヒルデは知らなかった。

　ヒルデは夢中で走る。涙も泣き声もすべて雨が隠してくれた。

　ようやく家に着くと、足の力が抜けて床に座りこんでしまう。

「う……っ、うぅ……」

　体はこんなにも冷えているのに、流れる涙は熱い。早く体を拭かなければと思うのに、なにもする気になれなくてヒルデは泣き続けた。

















第五章　激動の一日












　濡れた体で泣き続けたせいか、ヒルデは風邪を引いてしまった。仕事もできず、数日間寝こむことになってしまう。

　しかし、そのおかげで定休日にライニースの家に行かずに済んだ。

　彼への思いが胸に燻っている以上、ライニースに会いたくなかった。芸術のためだとわかっていても、ヒルデは恋人がいる男の前で裸になりたくないし、ましてや体を触らせることなんてできない。プロのモデルではないので、私的な感情を割り切れるほどの精神力を持ち合わせていなかった。

　それに、男性器の木像は沢山作ったし、実物は脳裏に焼き付いている。実物を見ながら掘るのが一番いいけれど、見なくても精巧なものを作れる自信はあった。

　だからヒルデは、せめてこの気持ちが落ち着くまではライニースとの相互モデルを断ることにする。

　次の定休日になると、迎えに来た従者に「風邪で休んだせいで仕事がたてこみ休めない。しばらくはモデルを休みたい」とライニースへの言付けを頼んだ。

　休めないほどではないが、仕事が立てこんでいるのは事実である。彼と会えない口実ができて、ヒルデは内心ほっとしていた。

　こうして会わずにいれば、ライニースも自分のことなんて忘れてしまうだろう。せっかくの休日なのだから、彼は恋人と過ごせばいいのだ。なんだったら、恋人にモデルをしてもらえばいい。

　ライニースのことを考えるたびに胸が痛み、気分がよどんでしまうけれど、それでも彼と会わないおかげで平穏に過ごすことができた。相変わらず仕事は順調で、報酬がヒルデの心を癒やしてくれる。

　好きな男の恋人にはなれなかったけれど、こうして仕事でヒルデを選んでくれる人がいるのだ。芸術家として幸せだと思う。

　――そうして、ヒルデがライニースの家に行かなくなってから一ヶ月が経った。

　定休日、ヒルデはぼーっと自分の作った木像を眺めている。……そう、ライニースの男性器を掘った木像だ。

　彼と会わなくなっても、木像を作ることは止められなかった。ヒルデにとって、この木像作りは最早生活の一部である。彼と会う前から続けていたことだし、失恋したところで止められるはずがない。

　さあ、新しく木像を彫ろうかと思ったときに、家の前に馬車が止まる音がした。甲高いブレーキ音が家の中まで聞こえてくる。

「……っ！」

　ヒルデはびくりと肩をすくませる。

　それは、ライニースの馬車の音だ。彼の家の馬車は海外産の部品を使っているので、国内産のものとは違った特殊な音がする。

　だから、彼の家から迎えが来たことがすぐにわかってしまった。一ヶ月も経ったのだから、そろそろヒルデのことなんて忘れているかと思っていたのに、来るなんて予想外である。

　ノックされて、ヒルデは仕方なくドアを開けた。従者にはまだ忙しいと言えばいいし、ライニースにさえ会わなければ平常心を保てる。

「はい、こんにち……、……っ？」

　ドアの前に立っていた人物を見てヒルデは硬直した。そこにいたのは、いつも迎えに来る従者ではなくライニースだったのだ。

「ラ、ライニースさん……？」

「やあ、久しぶりだね、ヒルデ。顔色もよさそうで安心したよ」

　ライニースはにこりと笑う。その柔らかい笑顔に、ヒルデの胸がしめつけられた。

「そろそろ君をモデルに描きたいんだが、今日も忙しいのかい？」

「……は、はい。すみませんが、もうしばらくモデルは休ませて欲しいんです」

　こわばった作り笑顔を浮かべなからヒルデが答える。しかし彼は眉をひそめた。

「それは、おかしいな」

「え……？」

「実は君の仕事を調べさせてもらった。確かに忙しいみたいだが、顧客は予定より大分早く納品してもらっているようだ。定休日をとるくらい問題ないと思ったから、今日は迎えに来たんだが……」

「……っ！」

　まさか店の仕事具合を調べられていたなんてと、ヒルデは息を呑む。

「なにか、モデルになれない理由でもあるのかい？　困っていることがあれば、なんでも言ってくれ。多分、力になれると思う」

　ヒルデを気遣うようにライニースが声をかけてくれた。その優しさに心苦しくなる。

　黙りこんでしまったヒルデに、彼は言葉を続けた。

「お金かい？　それとも人間関係かい？　とりあえず、教えてくれないか？」

　ライニースは成功している人間だから、お金も人脈もある。親切心でヒルデのことを助けてくれようとしているのだろう。

　しかし、ヒルデがモデルをしたくない原因はライニース自身である。

　それを素直に言うことはできないし、かといって他に困っていることがあるわけではない。

　ヒルデを心配してくれている彼を騙すのは気が引けて、うまく真実を隠しながらヒルデは伝えることにした。

「困っていることは、ありません。でも……モデルをしたくなくなりました」

「は？」

「だから、どうか私以外のモデルを探してください」

　ヒルデがはっきりと告げると、ライニースは瞠目する。

「どうしていきなり、そんなことを？　俺はなにか君の嫌がることをしてしまっただろうか？　……確かにモデルの体に触るのはいけないことだ。でも、君は嫌がっていないように見えたし、なにより君だって俺に触っているじゃないか」

「……っ」
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　彼との濃密な時間を思い出し、ヒルデの頬が赤く染まる。

「そもそも、今となっては俺が描きたいのは君だけだ。他のモデルになんて興味がない。それに、君のモデルは俺しかいないんじゃないか？　君には俺が必要だろう？」

　彼の言うことはもっともだ。ヒルデが惚れこんだあの裸像のモデルはライニースであり、代わりはいない。

　なにも言い返せないヒルデに、彼は言葉を続ける。

「作品を作りたくない時期がくる芸術家がいるのは知っている。もしかしたら、今の君にはその時期が来ているのかもしれない。だとしても、モデルだけはできるだろう？　……互いにモデルをする約束だったはずだ。一方的に破棄されるのは、こちらとしても心外だ」

　ライニースはヒルデの手首を掴む。

「君を描かせてくれ。一ヶ月我慢したんだ。これ以上耐えろというのか？」

　緑の目が見つめてくる。

　ヒルデの仕事の具合をわざわざ調べるくらいなのだから、彼のヒルデを描きたいという思いは本物なのだろう。ヒルデがあの裸像の男性器に惚れこんだように、彼もまたヒルデを描きたくて仕方ないのかもしれない。

　ヒルデは掴まれた手を振りほどくことができなかった。ひとりの女として彼の前では脱ぎたくないが、芸術家として彼の気持ちが理解できるのだ。こみ上げてくる創作欲は麻薬のようで、抑制が効かない。

「このまま俺の家に来てくれるね？」

　その問いかけに、ヒルデは頷くしかなかった。






　　　　　◆　　◆　　◆






　ヒルデはライニースと一緒に馬車に乗り、アトリエに連れて行かれた。

　風邪を引いていたヒルデの体を案じてか、部屋は暖かくしてあり、椅子ではなくベッドが置かれている。

　もちろんヒルデの作業用の机と椅子も置いてあったが、今日は道具を持ちこんでいない。だから、いつもとは違ってライニースがモデルをすることなく、最初からヒルデがモデルをすることになった。

　モデルをする前には下着をつけていなかったが、今日はつけている。服を脱ぐと、うっすらと下着の線が体に浮かんでいた。

　美しくないその線を、ライニースはいたく気に入っているようだ。ヒルデがベッドに寝そべりながらポーズをとっていると、鉛筆を動かしながら彼が言う。

「下着の線があるのも大変そそられる。……ああ、一ヶ月ぶりに見る君はやはり綺麗だ」

　それは独り言だ。無意識のうちに言っているのだとしても、綺麗だとか美しいと言われると嬉しくなるし、それと同時に胸が痛む。

　だって彼は、抱き合っていた女性にも美しいと言っていたのだ。恋人に言うような言葉を自分にもかけて欲しくない。嬉しいけれど、嬉しくないのだ。

　絵を描いているうちに、どんどん彼がヒルデに近づいてくる。ヒルデはそれが「触れあい」の始まりだとわかっていた。以前もこうして、彼がヒルデの体に触れてきた。

「ヒルデ……」

　大きな手がヒルデの肩に触れた。撫でられると肌が粟立つ。

「ああ、柔らかい……。ずっと君に触れたかった」

「……っ？」

　ぎゅっと、彼が抱きしめてくる。こうして抱きしめられたのは初めてで、ヒルデは戸惑ってしまった。

　考えてみれば、肩に触れられることもなかった。ヒルデが触れるのが彼の男性器だけだったから、彼も律儀に女性器だけにしか触ってこなかったのである。

「本当はもっと早く君に会いたかったんだ。でも、俺のほうも予定が立てこんでいて……」

　その予定というのは、おそらく恋人との逢瀬だろう。普段は離れて暮らしているようだし、その恋人がまた遠くに行ってしまったから、こうしてヒルデをモデルに絵が描きたい欲求が高まったのかもしれない。

　そう頭では考えるものの、会いたかったと言われると、どうしても心が揺れてしまう。抱きしめられて嬉しいと思ってしまった。

　ヒルデはそんな自分がとても惨めになる。

「ヒルデ……」

　いつの間にか彼もベッドに乗っていた。強く抱きしめられると同時に腰を押しつけられ、彼の下腹部が熱く硬くなっているのを感じる。

「駄目だ、我慢できそうにない……」

「え？」

　どさりと、ヒルデは彼に押し倒された。ライニースが覆い被さってくる。

　その瞬間、これはいつもの「芸術のための触れあい」ではないことに気付いた。

「ライニースさん？」

　青ざめながらヒルデが訊ねる。

「ヒルデ。君を抱きたい」

　はっきりと告げられて、ヒルデは言葉を失った。

　彼に恋人さえいなければ頷いていただろう。しかし、彼には恋人がいる。

「君と会えなくて思い知った。俺は自分が思っている以上に、君のことが好きなんだと。この一ヶ月、ずっと君のことばかり考えていたんだ。もともと、君に淫らな行為をさせてしまった責任をとるつもりではいたけれど……」

　それを聞いた瞬間、彼は嘘をついているとヒルデは思った。

　恋人と別れたあとに自分のことを好きになるのならわかる。だが、ヒルデは一ヶ月前に彼が女性と抱き合っているのを見ているのだ。一ヶ月間ヒルデのことを考えていたとは思えない。

　もしかしたら、なにかしらの事情で最近恋人と別れたライニースが、性欲を発散させるために調子のいいことを言ってヒルデを抱こうとしているのかもしれない。

「……っ！」

　ゆっくりと彼の顔が近づいてくる。キスされると思って、ヒルデは思わず顔を背けてしまった。

「ヒルデ？」

「やめてください」

　彼の顔を見ないままヒルデは言った。

「描きたいから触りたいのではなく、性欲処理をしたいから触りたいのなら、やめて欲しいです」

「性欲処理だと……？」

　ライニースの声色が低くなる。

「待ってくれ。君はなにか勘違いしている。俺は君を娼婦のように思ったことは一度もない。それに、君を好きだと言っただろう？　聞いていなかったのか？」

「でも……っ」

　彼が本当に自分を好きでいてくれるなら嬉しい。

　それでも、『この一ヶ月、ずっと君のことばかり考えていたんだ』という言葉が心に引っかかって頷けずにいるのだ。

　もし先日抱き合っていた女性と別れているなら、そのあとでヒルデのことを好きになったと正直に言ってくれればいい。『一ヶ月、ずっと』という些細な嘘のせいで、彼のことを信用できずにいる。

　それを素直に指摘できればよかった。

　それなのに、口からこぼれ落ちるのは嗚咽だけで、上手に言葉を紡ぐことができない。

「……っ、ふうぅ……、っ……」

　たった一言――綺麗なドレスを着ていた女性と抱き合っているのを見たと告げればいい。しかし、その一言が言えない。

　情けなくて、空しくて、切なくて、悔しくて。様々な感情が涙と一緒に溢れ出してくる。その大きすぎる思いに押しつぶされて、なにも言えない。言葉を伝えるというのは、こんなにも難しいことだったのだろうか？

「う……っ」

　泣きじゃくるヒルデを見て、ライニースは悲しそうに瞳を細めた。なぜか彼のほうが傷ついているように見えて、ヒルデの心はさらにすり減る。

「突然のことで、君も驚いたんだろう。失礼した」

　ライニースはそう言うと、ヒルデが脱いだ服を取りベッドの上に置く。

「この件について、後日改めて君と話したい。だが、まずは落ち着く時間が必要だ。今日はもう帰るといい。外に馬車を用意しておく」

「……っ」

　くるりと踵を返して、ライニースが部屋から出て行く。ひとりきりになると、暖かい部屋なのに空気が冷えた気がした。

　ヒルデは涙を拭う。

　正直、まだ戸惑っている。ヒルデを好きだと言った彼の思考回路が理解できない。

　だが、彼は『後日改めて君と話したい』と言っていた。そのときにはヒルデの気持ちも少しは落ち着いているだろうし、抱き合っていた女性との関係がどうなっているのかを聞けばいい。そして彼の本心を聞くことができれば、どういう結果になるにせよ、ヒルデもすっきりするはずだ。

　次に会うときまでに心を落ち着かせようと思いながら、ヒルデは服を着る。

　アトリエを出て中庭を歩き、門の前に止めてある馬車に乗る。馬車がガタガタと揺れる感触に、眠気が襲ってきた。

　普通、あんなことがあった直後に眠くなるものだろうか？　それとも、気を張りすぎて限界に達してしまったのだろうか？

　睡魔に誘われるがまま、ヒルデの瞼が下りていく。






「ヒルデさん、着きましたよ」

　馬車の御者に起こされるまで、ヒルデは熟睡していた。繊細なのか豪胆なのか自分がわからなくなる。

　ヒルデは御者に礼を言い、目を擦りながら馬車を降りた。馬車を見送ってから、家の扉に鍵を差しこむ。

「……え？」

　鍵を回すと、施錠するときに聞こえる独特の金属音がした。この扉の鍵は施錠と解錠で音が微妙に違うのだが、今のは鍵が閉まるほうの音である。

　ドアノブを回してみると、やはり開くことはなかった。

「あれ……？　私、鍵をかけずに出かけちゃったの？」

　確かにライニースが訪ねてきて動揺した。とはいえ、さすがに鍵をかけて出た記憶があるのだが、気が動転して手先が上手に動かなかったのだろうか？

　ヒルデは再び鍵を差しこんで解錠すると扉を開ける。そして、飛びこんできた光景に息を呑んだ。

「うそ……」

　店の中が荒らされていた。まとめていた木材は床に散らばり、箱などはひっくり返されて中身が出されている。ヒルデは瞬時に空き巣が入ったのだと理解した。

　慌てて作業台に向かうと、作りかけの看板は無傷で、作業道具も盗まれていなかった。まあ、店名が入った看板なんて盗んでも売れないだろうし、中古の工具など二束三文にしかならない。ただ、少しでも金目のものを盗もうとしたのだろうか、新品の工具は盗まれていた。

　次いで、ヒルデは金庫を確認する。

　金庫は床下に隠してある。この店を選んだ理由のひとつが、床下に隠し収納があることだった。一見すると普通の床なので、空き巣も見つけることができなかったのだろう、金庫は手つかずである。

　とりあえず、お金が盗まれていないことに安堵した。

　他の被害状況を確認すると、作業場のわかりやすい場所に置いてあった仕掛け細工の箱が壊されている。中に入っていた男性器の木像が無残にも床にばらまかれていた。

　空き巣は仕掛けのある箱に金目のものが入っていると思ったのだろう。いざ開けてみれば、大量の男性器が出てきてさぞかし怒ったに違いない。八つ当たりしたのか、折られている男性器の木像もある。

　せっかく作った男性器の像を壊されて、ヒルデは立腹した。現金が盗まれていなかったことは幸いだが、自分の作品が壊されるのは心外である。

　ヒルデは男性器の木像を麻袋にしまうと警察を呼んだ。大したものは盗まれていないけれど、空き巣のことを届けないわけにはいかない。

　男性器の木像を作っていたことを知られるのはなんとなく気まずいので、それだけは隠した。

　警察が出入りし、ものものしい雰囲気に近所の人たちが集まってくる。

「ヒルデちゃん。他のお店でも空き巣があったんだって！」

　近所に住む噂好きのおばあさんからそんなことを教えてもらった。

　他のお店も被害に遭っているのなら、ヒルデの店を狙ったのではなく、偶然選ばれただけなのだろう。

　ともあれ、鍵をいいものに付け替える必要があると思った。






　　　　　◆　　◆　　◆






　警察が帰ったあとに片付けをしていると、あっという間に日が暮れた。あまり食欲はなかったけれど、近所の人が差し入れしてくれたパンを食べて風呂に入る。すると、どっと疲れが襲ってきた。

　今日は色々なことがありすぎた。

　ライニースが訪ねてきたかと思えば、無理矢理アトリエに連れて行かれて告白をされた。それに動揺して泣いてしまい、家に帰れば空き巣に入られていたのである。

　これにはさすがに参ってしまった。とりあえず、今日はなにも考えずに寝たい。

　時刻はまだ七時だったが、ヒルデは早々に灯りを落とすとベッドに入った。そして瞳を閉じる。

「……」

　どっと押し寄せてきた疲労感に、指先さえ動かすのがおっくうだ。それなのに、頭が冴えて眠れない。疲れているのに眠れないなんて初めての経験だ。馬車の中で寝てしまったから、眠れないのかもしれない。

　なにも考えたくないのに、ライニースのことが脳裏に浮かぶ。

『ヒルデ。君を抱きたい』

『君と会えなくて思い知った。俺は自分が思っている以上に、君のことが好きなんだと』

　彼の言葉を思い出して、胸がとくんと高鳴る。

　言われたときは辛かったのに、こうして思い返してみると、ときめいてしまう自分がいた。

　やはり、自分はライニースのことが好きなのだ。

　だから辛いけれど、同時に嬉しくもある。

　この心の引っかかりの理由は、彼が抱きしめていたあの女性だ。

　ライニースは『長い間待って、ようやく君に会えたんだ』と言っていた。さすがに、姉や妹のような肉親にかける言葉とは思えない。

　ヒルデは彼女をライニースの恋人だと思っている。それでも、本当は違うのだろうか？　恋人ではない女性を抱きしめて、あんな言葉を告げるのだろうか？

　まあ、それについては次に彼と会ったときに話を聞けばいい。ライニースはヒルデとの対話を望んでいるのだから、話し合う機会は遠からず来るだろう。

　あのとき、動揺しすぎて聞けなかったことをヒルデは少しだけ後悔する。だが、上手に言葉を紡げなかったのだから仕方ない。恋とは、自分の思うように体が動かなくなる病のようなものだ。

　ヒルデはごろごろと寝返りを打ちながら、眠れぬ夜を過ごす。……といっても、まだ寝るには早すぎる時間だ。

　いっそ、起きて木像でも彫ろうか――と考えた次の瞬間、玄関の扉が開く音がした。

「……っ」

　びくりと、ヒルデの体がこわばる。

　警察が帰ったあと、しっかり施錠した。それは間違いない。

　ならば、誰がここに入ってきたというのだろうか？

　声もかけずに入ってくるのだから、警察でも近所の人でもない。そもそも、鍵をかけているのだから、それを開けることができる人物は――

「……っ」

　ヒルデは飛び起きると、なにか武器になるものを探した。しかし、警察が来る前に慌てて寝室に隠した麻袋……つまり、大量の男性器の木像しか手元にない。作業場に行けば刃物のついた工具があるけれど、何者かの足音はどんどんヒルデの寝室に近づいてくる。

　寝室は二階であり、ここから飛び降りても死にはしない。だが、家の外は堅い煉瓦で舗装されている。骨くらいは折れるだろうし、万が一にも手を怪我したら仕事に影響がでる。怪我の具合によっては、二度と木細工ができなくなるかもしれない。

　とりあえずヒルデは窓を開けてカーテンを閉めた。風がなく、カーテンが揺れないことが幸いだ。窓を開けていることはばれないだろう。

　侵入者の足音は途中で止まることなく、階段を上がってきた。ギィ、ギィと木のきしむ音が近づくたびに心が冷える。

　ヒルデは灯りをつけると、麻袋をたぐり寄せて男性器の木像を掴む。

　すると、何者かの足音が寝室の前で止まった。ひとり暮らしで寝室に鍵などかけないから、呆気なく扉が開かれる。

「……っ！」

　扉を開けたのは、見たことがない男だった。しかし、その風貌から彼が善人でないことは伝わってくる。

　男は鍵開けに使えそうな工具を手にしていた。元々は芸術作品を作るための工具だろうが、使い方次第でピッキングもできるのだろう。この街なら珍しい工具も簡単に手に入る。ヒルデの家の鍵もこの工具で開けたに違いない。

「誰ですか！」

　ヒルデはわざと大きな声で言った。

　まだ外に人が歩いている時間だ。窓を開けているのだから、ヒルデの声が外に響き、誰かが助けに来てくれることを期待する。

「ひひ……っ。金目のものはないくせに、男のブツを大量に作ってるなんて、どんな好き者かと思えば、こいつは上玉じゃねえか。看板屋は若い女だとは聞いていたが、大当たりだな。今夜もそれで自分を慰めてたんだろ？」

　男がにやりと笑うと、ヒルデの背筋を冷たいものが走り抜ける。

　男性器の木像が大量にあることを知っているのは、ヒルデ以外にはライニースと空き巣だけだ。つまり彼は、昼間この家に入ってきた空き巣である。

　空き巣が再び入ってくるなんて、ヒルデは予想もしていなかった。

　空き巣は基本的に不在時を狙うはずだし、そもそもヒルデの家では現金を見つけられなかったのだ。てっきり、今後は他の家を物色するものだとばかり思っていた。

「そんな玩具ばっかりじゃ可哀想だからよ、俺が直々に慰めてやろうと思ったんだ」

　この空き巣は金目当てではなく、ヒルデの体目当てに再びやってきたらしい。

　警察だって空き巣に入られたばかりの家が狙われるとは思わないだろうし、まだ狙われていない店がある場所を見回りするはずだから、この家は狙い目だったのだろう。

　それに、夜も遅くない時間だから堂々と玄関の鍵を開けて入っていけば、店の関係者に見えそうだ。

　鍵を防犯対策のものに変える前にやってきたこの空き巣は意外と頭がいいらしい……と感心しながら、ヒルデは男めがけて木像を投げる。

「きゃああああ！　誰か！　誰か助けてー！」

　ヒルデは思いきり叫んだ。先ほど窓を開けておいたので、外にこの声は届くはずだ。

「助けて！　誰か！　強盗よ！」

　男が近づいてこないように木像を投げつける。

　自分の作った作品を投げてしまうのは憚られるが、空き巣に強姦されたあとに殺されない保証はない。彼の顔を見ているのだから、命を奪われる可能性だってある。

　命と作品を天秤にかけて、ヒルデは命をとった。

　木像はまた作ればいい。なにせ、本物を見ているのだ。過去の作品にも愛着があるけれど、命さえあればもっといい作品を今後も作っていける。

　だから、空き巣が近づいてこないようにどんどん投げる。

「助けて！　誰か！　誰かー！」

「ぐっ、くそ……！」

　空き巣は腕で顔をかばう。

　木像では男に大した傷を負わせられない。それでも、騒いでいるのだからひるんで逃げてくれれば……と思ったが、空き巣は立ち去ることがなかった。

　この木像も数に限りがあることがわかっているのだろう。そして、なくなればヒルデを襲うことができるのだ。

「助けてー！」

　とにかくヒルデは叫んだ。

　木像がなくなる前に、誰かに気付いてもらわなければいけない。今は夜の七時過ぎだ。人通りが少なくなる時間だけれど、真夜中ではないし、この声は誰かにきっと届くはずである。

「誰か、助け……、……っ！」

「ヒルデ！」

　がむしゃらに木像を投げていると、ヒルデのよく知る声が聞こえてきた。ドタドタと階段を駆け上ってくる音が聞こえる。

　寝室の前に立っていた男は、あっという間に床に組み伏せられた。空き巣の上に馬乗りになっていたのはライニースである。

「大丈夫か？」

「……っ、は、はい」

「縄はあるか？」

「持ってきます！」

　ヒルデは床に散らばった木像を避けながら、階下に縄をとりに行く。木材をまとめていた縄をほどいて持ち帰りライニースに渡すと、彼は空き巣を縛り上げた。次いで、馬車の御者に警察を呼ぶよう指示を出す。

　警察は見回りを強化していたようで近所におり、すぐに駆けつけてくれた。空き巣を逮捕すると、ヒルデから話を聞いて帰って行く。その際、昼間は隠していた木像のことも話すことになってしまったが、芸術家の珍作は珍しくもないのか、警察は特に気にする様子を見せなかったのでほっとした。

　そして、店の中にはヒルデとライニースのふたりきりになる。御者は馬車に戻ったようだ。

「ライニースさん、ありがとうございました。助かりました」

　落ち着いたので、ヒルデは改めて礼を述べる。

「ああ、間に合ってよかったよ」

　ライニースはいつもの穏やかな表情を浮かべていた。そのことに、ヒルデは安心してしまう。

　けれど、なぜ彼がいるのかが気になった。

「あの……どうして、ここに？」

「今日、このあたりで空き巣が多発したという知らせが届いてね。君の家も狙われたと聞いたから心配で訪ねてきたんだ。君が家を空けたのは俺の責任だから、被害があれば弁償しようと思ってね」

　確かにライニースに連れられて家を空けたが、空き巣が入ったのは彼の責任ではない。弁償まですると言った彼の誠実さに驚きつつ、ヒルデは首を振る。

「特に大きな被害はなかったです。気を遣って頂いて、ありがとうございます」

　ヒルデの中で思うことがあったとはいえ、昼間は告白してくれた彼に対して悪い態度をとってしまった。それでもヒルデのことを心配して、わざわざ彼が来てくれたことに感動してしまう。

「本当に無事でよかった。……部屋も、荒れているのはここだけかな？」

　ライニースは寝室を見渡す。空き巣に投げつけた木像が床に散らかっているが、それ以外は綺麗だった。

　彼は折れた木像を拾い上げると苦笑する。

「これは、さすがに……」

　自分の男性器を模したものが折れているのだ。いい気分はしないだろう。

「す、すみません！」

「いや、いいよ。自分の作品を投げなければいけないほどの窮地だったんだろう？　丹精こめて作り上げたものを自ら壊す辛さは、少しはわかるつもりだ」

　そう言って、ライニースは木像を拾い上げる。

「間接的に君を助けられたなら、嬉しいよ」

「……っ」

　その言葉を聞いて、ヒルデは胸を押さえる。

　実際に彼を見ながら作った木像すら空き巣に向かって投げてしまった。空き巣に当たったものはともかく、狙いが外れて壁にぶつけたものは折れたり欠けたりしているのに、彼はヒルデを責めない。それどころか、間接的に助けられて嬉しいとまで言うのだ。

　どうしようもなく、胸が熱くなる。そして、やはり彼のことが好きなのだとヒルデは実感した。

　たった一ヶ月前に、彼が女性と抱き合っているのを見ているし、ライニースがヒルデに嘘をついたように思える。一ヶ月間ずっと、ヒルデのことを考えていたはずがない。

　それでも、この恋情が消えることはない。胸に燻るこの思いは、今、さらに大きくなってしまった気がする。

　立ち尽くすヒルデをよそに、ライニースが木像を手早く片付けていく。

「この麻袋に入れておけばいいのかい？」

「は、はい……。すみません、私も片付けます」

「いや、君は襲われそうになったばかりで動揺しているだろう？　休んでいるといい」

　ライニースはヒルデをベッドに座らせると、手際よく片付けていく。

　警察に事情を説明した際にライニースも一緒に話を聞いていたので、空き巣が強姦目的でやってきたのは彼も知っているのだ。

　そして、あっという間に木像は麻袋の中に収まる。

「では、俺はこれで帰るとしよう」

　ライニースは寝室を出て行こうとする。ヒルデは慌てて駆け寄ると、彼の服の裾を掴んだ。

「ヒルデ？」

「……す、すみません」

　彼に帰って欲しくないと思ったが、声をかける前に服を掴んでしまうなんて子供みたいだ。自分自身に驚きながら、ヒルデは謝る。

「襲われそうになったんだ。犯人は逮捕されたとはいえ、君も不安だろう。今夜は俺の家に来るか？」

　どうやら、ライニースは勘違いしてくれたみたいだ。

　ヒルデにしてみれば、犯人が捕まったことで事件は解決したし、大事な木像は壊れたものの大きな被害もなかった。だから、この家にひとりになるのは怖くないけれど、彼がこのまま行ってしまうのが嫌なだけである。

「ひとりになりたくないです」

「わかった。では、一緒に行こう」

　そしてヒルデは先ほど開けた窓を閉めてから、彼と一緒に馬車に乗る。寝間着のままだったので、ライニースはフロックコートを肩にかけてくれた。

　彼と一緒に馬車に乗るのは本日二回目だ。しかし、一回目のときよりは今のほうがヒルデは落ち着いている。

　ライニースは気を遣っているのか、馬車に乗ってからはなにも話さなかった。

　だから、ヒルデのほうから彼に声をかける。

「ライニースさん。話があるんです」

「……なんだい？」

　窓から風景を見ていた彼は、下がり気味の眼差しをヒルデに向けてくれた。

「今日の昼間、私のことを好きだと言ってくださいましたよね？　一ヶ月間、ずっと私のことを考えてくれたって。それは本当ですか？」

　思いきって訊ねてみると、彼はあっさりと答える。

「ああ、本当だ。その言葉に嘘はない」

「……っ」

　ずきんと胸が痛む。嬉しいけれど複雑な気分になった。

　だが、ここで泣いてしまっては昼間と同じだ。ヒルデはぐっと拳を握りしめながら、言えなかった言葉を紡ぐ。

「……私、実は一ヶ月前にライニースさんのお店に行ったんです」

「え？　そうだったのかい？　連絡してくれれば特別に割り引いたのに」

「ありがとうございます……って、その話は置いておいて。……実はその日、お店でライニースさんが女性と抱き合っているのを見たんです」

「は？　俺が？　店で？」

　ライニースは驚いたように目を瞠った。

「待ってくれ。俺は店でそんなことはしないし、そもそも女性と抱き合った記憶すらない。足の悪いおばあさんを介助していたとか、そういう話ではないのか？」

「いえ、顔は見えませんでしたが、最先端のドレスを着ていたので若い人だと思います」

「最先端のドレス……？　確かにそのような服装の顧客はいるだろうが、客と抱き合ったことはない」

　首を傾げながらもライニースは断言した。その様子から、嘘を吐いているようには見えない。あんなに熱烈な言葉を告げていたのに、一体どういうことだろうか？

「ライニースさんはその人を抱きしめながら、『君の美しい顔が傷ついてしまったら大変だ』とか、『長い間待って、ようやく君に会えたんだ』って声をかけていましたが……」

　ヒルデが見聞きしたことを伝えると、彼は「あっ」と声を上げた。

「それは人形だ。マネキンという海外で作られた女性そっくりの人形で、注文していたものが一ヶ月前にようやく届いたんだ。あのときは嬉しくて、浮かれて色々話しかけてしまったよ」

「え……？」

「まだ国内にはあまり入ってきてないようだから、君も見たことがないだろう。この国では小さいサイズのドールを作ることが流行っているが、海外では人間と同じ大きさの人形が流行っている。だが、バランスが悪くて、ドレスのような重い服を着せると倒れてしまうんだ。確かに、倒れそうになったマネキンを抱きしめた記憶はある」

「……っ」

　ヒルデは絶句してしまう。

　考えてみれば、抱きしめられた女性はなにも話してはいなかった。顔も見えなかったし、人形と言われれば納得してしまう。

「今から店に見に行くかい？　多分、君が見たときと同じドレスを着ているはずだ」

　ライニースが御者に声をかけようとしたので、ヒルデは慌てて止めた。

「い、いいです！　信じます！」

「そうか？　……では、俺からも質問させてもらおう。昼間泣き出したのは、そのことが気に掛かっていたからかな？」

「は、はい……」

　ヒルデが頷くと、彼は大きな溜め息を吐く。呆れているというよりは、安堵の溜め息だった。

「なんだ、そうだったのか……」

　少しだけ彼の口角が緩んだ。

「すみません。親密そうに見えたので、てっきりその女性と付き合っていると勘違いしてしまって……。それなのに、一ヶ月間私のことを考えていると仰るから、その女性と別れていたにしても、一ヶ月というのは嘘だろうと思ってしまって」

「それならそうと、その場で言ってくれればよかったのに。俺は今日、君が帰ってからは気が気でなかったよ」

　ライニースは苦笑する。彼の言うことはもっともなので、ヒルデはしゅんと肩を落とした。

「すみません……。私もあのとき聞きたかったんですが、嘘を吐かれたのかもとか、浮気相手にされるのかもと思ったら、辛くて、悲しくて、涙が溢れてきて……。言葉が出てこなくなってしまったんです」

　ヒルデが謝ると、彼は優しく頭を撫でてくれた。

「気にすることはないさ。伝えたいことがあるのに、泣いてしまってなにも言えなくなるなんて、若い女性にはよくあることだろう？」

　ライニースは勝手に勘違いして泣き出したヒルデのことを責めないし、気持ちをわかってくれる。そのことがとても嬉しくて、やはり彼が好きなのだとヒルデは実感した。

「そういえば、俺たちはお互いの裸を知っているし、触れてもいるけれど、作品のこと以外はあまり話したことがなかったね。いい機会だから、少し話そうか。なにか俺に聞きたいことはあるかい？」

「……はい！」

　ヒルデは頷く。

　言われてみれば、ヒルデは彼の年齢すら知らなかった。ライニースのことをもっと知りたいと思う。

「ライニースさんはおいくつなんですか？」

「三十三だ。もうすぐ三十四になる」

　初めて見たときに三十前半くらいかと思っていたが、見た目通りの年齢らしい。年相応の落ち着きがあるし、先ほどの対応には包容力を感じた。さすが、ヒルデより十年長く生きているだけある。

「今まで結婚は考えなかったんですか？」

　彼のことを知りたくて、ヒルデは次々質問してしまう。

「そうだな……。小さい頃、俺は絵描きになりたくてね。でも自分に才能がないことがわかっていたから、芸術に携わる仕事をして、自分の店を持ちたいと思っていた。でも、二十代の頃は金がなくてね。結婚どころじゃなかったんだよ。一回だけだが、ヌードモデルもしたしね」

「そうなんですか……」

「三十を超えてようやく仕事も軌道に乗り始めて、自分の店を構えることができた。そしたら、今までは俺に見向きもしなかった女性たちが寄ってくるようになって……俺のことを金蔓としか見ていないのかと、少し辟易していたんだ」

　ライニースは瞳を細める。

「そのうち金目当てではない素敵な女性の出会いがあるだろうと思っていたところ、君と出会った。君は俺がモデルをした裸像を……いや、俺の体の一部に執着していただろう？」

「はい」

「商売をしていて、様々な芸術家と出会った。芸術家には色々な人がいるし、ひとつのものに情熱を捧げて作り続ける者もいる。そして君が作った木像……俺のものを模して作った沢山の木像を見て、驚いたけれど、同時に嬉しかったんだ。俺自身が芸術家を突き動かす存在になれたんだと思うと、心が震えたよ」

「……！」

　芸術家側であるヒルデは、そのライニースの気持ちのすべてを理解することはできない。しかし、芸術家の原動力になるという喜びもあるのだろうと思う。

「そして、俺の絵は稚拙だっただろう？　それなのに、君は俺を絶対に馬鹿にすることはなかった。あと、俺は描くときに独り言が多い。それを笑うこともなく、描き続ければ上達すると言ってくれたのは……本当に嬉しかったんだ」

　そう呟いたライニースの眼差しは優しい。

　彼の絵を初めて見たとき、『笑わないのか？』と聞かれた。作品を馬鹿にするのはヒルデにとってはありえないことなので、普通にしていたのだが、そのことが彼の心に響いたのだろう。

「君と互いにモデルをするたびに、君が俺に触れ、俺が君に触れ――好きにならないはずがないだろう？　君と会えなかった一ヶ月、ずっと君のことばかりを考えていた。君に触れたくて、夢にまで見たんだぞ？　だから、今日は年甲斐もなく暴走してしまった。すまなかった」

　ライニースが頭を下げてくるので、ヒルデは首を横に振る。

「いえ！　私こそ、勝手に勘違いしてすみませんでした」

「では、今度は俺からも質問させてくれ。君は俺のことをどう思っている？」

　今度は彼が質問する番だ。ヒルデはまっすぐ彼を見つめて答える。

「好きです」

　気持ちを伝えると、嬉しそうにライニースが笑う。

　もちろん、ヒルデはそれで終わらせるつもりはなかった。彼はどうしてヒルデを好きになってくれたのか教えてくれたのだ。自分もそれを伝えなければならない。

「絵を描くときの真剣な眼差しに魅せられました。気がつけば、毎週ライニースさんと会うのが楽しみになっていて……。ライニースさんが女性と抱き合っているのを見たことが辛くて、そのときに好きなんだと気付きました」

「……そうか」

「昼間は変な別れかたをしてしまったのに、先ほどは空き巣に入られたことを心配して訪ねてきてくれましたよね？　勝手に勘違いしていたことも、それを聞けずにいた私の気持ちもわかってくれて……そういうライニースさんの優しいところが、普段から伝わってきていたんだと思います」

　彼の優しさや包容力を強く認識したのは、つい先ほどのことであるが、そのときに違和感はなかった。彼がそういう人間であることは、毎週会うたびに些細なやりとりからわかっていたのだろう。だからこそ、ヒルデも彼を好きになったのだ。

「ヒルデ……」

　熱を帯びた視線が交わる。

　彼が再び口を開きかけたとき、馬車が止まった。屋敷に着いたのだ。

　御者に扉を開けられ、ふたりは馬車から降りる。ライニースに連れられてヒルデは屋敷へと案内された。アトリエには週に一度の頻度で来ていたが、屋敷のほうに入るのはこれが初めてである。

　豪奢な扉が開かれると、中はまるで貴族の屋敷かと思えるほどきらびやかで、ヒルデは一瞬目がくらんだ。執事と思われる男が待ち構えており、「お帰りなさいませ、旦那様」と礼をする。

　ヒルデはライニースのフロックコートを肩からかけているものの、その下は寝間着なので、自分が場違いに感じて恥ずかしくなってしまった。

「ただいま。さっそくだが客室をひとつ用意してくれ。それと、応接間に温かい紅茶を頼む」

「かしこまりました」

　寝間着は見えていただろうに、執事はヒルデを変な目を向けることもなく、少しだけ安心してしまう。

「さあ、こちらへ」

「は、はい」

　ヒルデはライニースに案内されるまま、客間に通された。これまた豪華な作りで圧倒されてしまうし、高そうなソファに座るのもためらわれる。

「商談に使うこともあるから、見くびられないように玄関や応接間は華美にしてあるんだ。落ち着かないかもしれないが、少しだけ我慢してくれ」

　慣れた様子で彼はソファに腰を下ろす。ヒルデはそわそわしながら、彼の向かいに座った。

　そう待たないうちに紅茶が運ばれてくる。紅茶の善し悪しはわからないが、ティーセットは腕のいい職人に装飾されたものだろう。ヒルデは紅茶を飲むよりカップに描かれた絵に夢中になる。

　そんなヒルデにライニースが声をかけた。

「なかなかいいカップだろう？」

「これも海外製ですか？」

「いや、これは国内産だ」

　たわいもない会話をしていると、先ほどの執事がやってきた。

「客室の準備ができました。ご案内させて頂きます」

　執事はヒルデに微笑んでくれる。だが、ヒルデはソファから立ち上がることなくライニースを見た。

　もう少しライニースと一緒にいたかったのだ。

　その気持ちをくみ取ってくれたのか、彼が執事に声をかける。

「……いや、あとで俺が案内しよう。下がってくれ」

「かしこまりました」

　執事が下がると、応接間にふたりきりになった。

「あんなことがあったばかりだ。疲れてないかい？」

　気遣うように彼が声をかけてくる。

「いえ、大丈夫です。……もう少し一緒にいてもいいですか？」

「もちろんだとも。いっそ朝まで一緒にいるかい？」

　冗談めかした口調でライニースが言った。彼なりのジョークだとわかっているけれど、ヒルデは思いきって頷いてみる。

「はい」

　ヒルデの返事にライニースは目を瞠ると、口元を押さえた。

「……ヒルデ。俺は冗談のつもりで言ったんだが、朝まで一緒にいるということの意味をわかっているのか？」

「もちろんです」

　さすがにそこまで子供ではないと、ヒルデは答えた。

「君は襲われそうになったばかりだ。怖い思いをしただろう？　俺は君のことを大切にしたい。……だが、君と夜を共にして理性を保てる自信がない」

　少しだけ気まずそうに彼が言う。

「確かに驚きましたけど、そこまで怖かったわけでは……」

「え？」

「誰かが勝手に鍵を開けて入ってくる気配がして、すぐに窓を開けました。まだ七時過ぎでしたから、騒げば外を歩いている人に気付いてもらえると思っていましたし」

　確かに貞操の危機ではあったけれど、ヒルデ自身はそこまで恐れてはいなかった。真夜中だったらまた違っていただろうが、あの事件が起きたのは夜も遅くない時間である。最悪の事態も考えられたし、楽観的すぎるかもしれないけれど、なんとかなるだろうと思っていた。

「君の悲鳴は外にまでよく聞こえた。……そうか、わざと窓を開けていたのか」

　感心したようにライニースは頷いた。

「だから、そういう意味では怖い思いをしなかったです」

「そ、そうか……」

　彼の視線がさまよう。なぜこんなに動揺しているのかと、ヒルデは疑問に思った。

「ライニースさん、昼間私を抱きたいと仰っていましたよね？　なにか躊躇するようなことでもあるんですか？」

「恥ずかしい話だが、昼間は気が昂ぶっていたし、なにより君も俺のことを好きだろうと自惚れていたから押せばいけると思ったんだ」

　その彼の台詞に、ヒルデは思わず笑ってしまった。もっとも、ライニースの言うとおりヒルデは彼に惚れていたのだから、彼は自惚れていないわけだが。

「でも、さっきあんなことがあっただろう？　君は怖くないと言うけれど、いざとなってやはり怖くなったと言われたら、俺は止められる自信がない」

　ライニースは「ない」と断言した。

「君はまだ若い。君に『俺と一緒にいるつもりなら、ここで覚悟を決めてくれ』と言うのも酷だし、しかし俺としては君を抱きたいし……葛藤しているんだ」

「若いって……私、もう二十四ですよ」

「俺からしてみたら若い。十歳くらい違うんだぞ」

　真面目な顔で彼がいうものだから、再びヒルデは笑ってしまう。そしてソファから立ち上がると、彼の隣に座り直した。

「ヒルデ……？」

「ひとりで寝るほうが嫌です」

「……っ」

　ごくりとライニースの喉が鳴る。そして、ヒルデは彼に囁いた。

「朝まで一緒にいていいですか？」

















第六章　一生に一度の痛み












　客室を用意してもらったものの、ヒルデはライニースの寝室に一緒に入った。寝室ということもあってか、応接間とは違って落ち着いた内装になっている。

　ライニースはシャワーを浴びてくるとのことで、ヒルデは寝室に残された。手持ち無沙汰になったヒルデが大きなベッドの淵に腰掛けていると、ベッドのサイドテーブルの上にクロッキー帳が置かれているのを発見する。それは彼がヒルデを描くときに使っているものだ。

　ヒルデは何気なくクロッキー帳に手を伸ばす。

　毎回、自分をモデルにしたあとは必ず絵を見せてもらっている。だから、クロッキー帳の中身はすべて知っているものだった。

　ページをめくるごとに、拙いながらもどんどん上達しているのがわかる。

「……あ」

　ふと、ヒルデの手が止まった。

　一ヶ月前――ヒルデがライニースに会わなくなる前に描かれた絵の次のページに、描きかけの絵がある。モデルがいなくてもヒルデを描こうとしたのだろう。

　だが、その線は迷いに迷い、最後まで描き終わった作品はなかった。未完の絵のページが続いたあと、文字が綴られている。

『ヒルデ』

「……っ」

　自分の名前が書かれているだけだ。愛の言葉もなにかのメッセージがあるわけでもない。

　それなのに、その名前だけで彼の思いが伝わってくるような気がした。

　ライニースは一ヶ月、ヒルデのことを考えていたという。まさに、それを表したような文字だ。

　ヒルデは指先で、そっと自分の名前をなぞった。胸の奥が温かくなって、とても嬉しくなる。

　その次のページには、今日モデルをしたときに描かれただろう絵があったが、ヒルデは自分の名前が描かれたページを開いて見つめ続けた。

　すると、寝室に続いていたシャワールームからライニースが出てくる。

「……ああ、それを見ていたのかい？」

　ライニースの髪は濡れていた。いつも撫でつけている前髪が下ろされていて、実際の年より少し若く見える。新鮮な感じがして、とくんと胸が高鳴った。

　バスローブ姿の彼はクロッキー帳を覗きこんだ。……そう、絵ではなく名前だけが書いてあるページを。

「君の絵を上手に描くことができなくてね。せめて名前だけでもと思って書いたんだ」

「ライニースさん……」

　ヒルデは彼を見つめる。するとクロッキー帳を取り上げられ、サイドテーブルに戻された。

　そして、ライニースは改めて問いかけてくる。

「君を抱いていいか？」

「……はい」

　ヒルデが答えると、ライニースが覆い被さってくる。ゆっくりと顔が近づいてきたので、ヒルデは瞳を閉じた。

「ん……っ」

　唇が重なる。シャワーを浴びたばかりだからか、しっとりと濡れた唇がヒルデのそれに重ねられた。ほんのりと温かい。

　一瞬だけキスをしたあと、ライニースは訊ねてきた。

「ひとつ聞くが……もしかして、キスも初めてかい？」

「はい」

「そうか……」

　ライニースは嬉しそうに笑う。

　今までヒルデは誰と付き合ったこともなかった。

　正直なところ、恋愛を経験すれば味のある作品を作れるかもと思ったことがある。結局のところ、そんな邪な気持ちで恋などできなかったわけだが、それを知った彼が嬉しそうなので、芸術のためだけに無理して恋愛をしないでよかったと思ってしまった。

　目尻を下げたライニースがヒルデの唇を指でそっとなぞる。

「少し唇を開いてごらん？」

「……？　はい」

　言われたとおり、うっすらと口を開く。すると、再び彼の唇が重なり、今度は舌が差しこまれた。長く肉厚な舌がヒルデの口内を探っていく。

「……っ、ん！」

　舌同士が絡まると、思わず腰が浮いてしまった。彼の腰に自分の体が密着し、服越しになにか硬いものの気配を感じる。

「ッ！」

　ライニースは慌てた様子で顔を離した。

「あ、あまり刺激しないでくれ」

「すみません……！」

　あれだけ沢山の木像を作ってきたのだから、硬いものの正体はわかる。ヒルデが謝ると、再び唇が重ねられた。

　だが、彼の舌がヒルデの口内を蹂躙するたび、びくびくと腰が浮いて彼の下腹部を刺激してしまった。舌同士が擦れ合うにつれ、どんどん彼のものが大きく硬くなっている気がする。

「ヒ、ヒルデ……」

　懇願するような眼差しを向けられる。

「すみません！　でも、どうしても腰が動いてしまって……」

　自分でもなんとかしたいが、体の自由が利かない。キスをされると、体の奥からなにかがこみ上げてきて勝手に腰が跳ねてしまうのだ。

「君は初めてなのだから、きちんと手順を踏みたい。……が、キスはしたい。しかし、こうして刺激されると……我慢できなくなる」

　劣情の灯った眼差しを向けられる。彼の唇から熱い吐息が零れると、ヒルデのお腹の奥がきゅんと疼いた。

「じゃあ、最初にいつもみたいにしますか？」

　ヒルデは彼の下腹部に手を伸ばす。バスローブの下に手を潜り込ませると、その奥で熱を秘めた楔を握った。

「……ッ！」

　少しだけ高い声がライニースの唇から零れる。

　ヒルデは手を上下させ、熱杭を刺激した。

「だ、駄目、駄目だ、ヒルデ……っ、あ……！」

　ライニースは首を振る。

　毎週触っていたのだから、どこをどうすれば彼が喜ぶのかヒルデはわかっていた。駄目と言いつつ、彼が気持ちよく感じていることも承知している。

　いつものように、一回出せば少しは落ち着くはず――ヒルデはそんな軽い気持ちで考えていた。

　しかしライニースは、自身のものを扱くヒルデの手を掴んでシーツに押さえつける。

「え……？」

「ほ、本当に我慢できなくなるから……やめてくれないか。君の手ではなく、君の中に入りたくて仕方ないんだ。その衝動をなけなしの理性で押さえつけているのに、こんなことをされたら、もう……！」

　はあはあと獣のような息を吐きながら、ぎらついた眼差しを向けてくる。

「……っ！」

　ライニースがのぞかせた雄としての表情に、ヒルデはどきりとした。

　――このまま、彼の好きにされたら一体どうなるだろう？

　それが気になってしまう。

　手を押さえられたヒルデは腰を浮かせ、ぐりぐりと彼の下腹部に体を押しつける。

「ア……っ、ヒ、ヒルデ、だから、それは……！」

「好きにして欲しいんです」

「……え？」

「痛くていいんです。欲望のままに動くライニースさんを見てみたいです」

　その一言で、ライニースの理性のたがが外れたのだろう。彼はバスローブを脱ぎ捨て、やや荒い手つきでヒルデの服を脱がせてくる。

　お互いに一糸まとわぬ姿になると、彼はヒルデの両足を割り開いた。触れられていないけれど、ヒルデのそこはすでに熱く濡れそぼっている。

　ライニースは肉杭を秘処にあてがうと腰を揺らし、溢れた蜜を己の昂ぶりに塗りつけた。

「んっ！　んうっ！」

　硬いものが自分の柔らかい部分を擦る感触に、ぞくぞくとしたものがこみ上げてくる。

　ライニースは愛液をまとって濡れ光った怒張を、ひくつく蜜口に押し当ててきた。

「本当に、いいのか……？」

　震える声で訊ねられる。

　自分より十も年上の男が肉欲と理性の狭間でたゆたう様子に、ヒルデはなんとも言えない感覚に陥った。

「はい」

「痛いぞ？」

「一生に一度だけの経験です。それなら痛みを軽減させるよりも、思いきり痛いほうを味わってみたいと思いまして。あとで気になっても、再現できない痛みだと思いますから」

　ヒルデが答えると、ライニースの瞳が揺れる。

「……こんなときまで君は芸術家なんだな。俺のような凡人とは違う。芸術家になれる人間と、そうでない人間の違いがわかった気がしたよ」

　その呟きと共に熱杭の先端がヒルデの中に入ってきた。

「そういうことなら、思いきりいこう」

　ライニースはぐっと腰を進める。

　次の瞬間、隘路が無理矢理拡げられ、鋭い痛みが体を走り抜けていった。

「――っ！」

　ヒルデは思わず息を呑む。

　破瓜は痛いという知識はある。覚悟してのことだが、かなり辛い。

　それでも、これほど痛い経験をしたいことがないかと問われれば、そうでもなかった。刃物を扱う職業柄、もっと強い痛みを味わったことがあるし、これは耐えられる痛みだ。

「ぐ……っ」

　我慢できるとはいえ、痛いものは痛い。ヒルデの顔が苦痛にゆがむと、ライニースは眉根を寄せた。

「す、すまない……っ、ア……」

　ヒルデとは対照的に、彼のほうは気持ちいいらしい。しかし、ヒルデに痛い思いをさせておきながら、自分だけ快楽を得ていることを申し訳なく思っているのだろう。

　体は気持ちいいけれど、ヒルデのことを思うと心の底までは喜べない。そんな優しさが彼の表情によく表れている気がする。

　――ああ。

　痛いながらも、ヒルデは思わず微笑んだ。

　この痛みも貴重な経験であるが、彼のこんな顔を見ることができたのも味わい深い。

「せ、せめて、君の体が慣れるまでは動かないようにしよう」

　額に汗を浮かべながらライニースが言う。

　自身の中に埋められた熱に、ヒルデはうっとりと瞳を細めた。

　昔の自分では考えられないことが、今この身に起こっている。

　公園の噴水前の裸像を初めて見たときに衝撃を受け、その男性器をせっせと作り続けた。そのおかげで技術は上がったし、今の自分があると思う。

　その男性器がヒルデの中にあるのだ。

　手とも口とも違う部分でその形を感じとる。体に刻まれる痛みは、その熱杭の存在を強く物語っていた。

　そんなことをしみじみと考えているヒルデに、ライニースが心配そうに声をかけてくる。

「大丈夫か？　泣くほど痛いか？」

「え……？」

　指摘されて初めてヒルデは自分が泣いていることに気付いた。この事態は思いのほか感慨深かったらしい。

「痛いですけど、辛くて泣いているわけではないんです。自分の中がライニースさんと出会う前からずっと焦がれていたものの形になっていると思うと、嬉しくて……」

「……ッ！」

　ヒルデが答えると、ライニースがぎゅっと歯を食いしばる。

「え？」

「あっ、だ、駄目だ……、我慢できない……っ」

　掠れた声と共に、ヒルデの中で彼の怒張が打ち震えた。熱い雄液が体の中に注がれていく。

「あ……っ！」

　自身の中を満たす体液の感触にヒルデは思わず声を上げた。その液体が放たれるたびに痛みが薄くなっていく気がする。

　やがて、震えていた肉杭の動きが止まった。彼が吐精したのはわかったが、彼のものは萎えるどころか小さくなる気配すらない。むしろ、より大きくなった気がする。

「君がそんないじらしいことを言うから、耐えられなくなってしまった。こんなに早いなんて、情けない……」

　恥ずかしいのだろうか、彼の顔は赤い。そんなライニースをヒルデはかわいく思ってしまう。

「そんなライニースさんも好きです」

「……ッ！　君は……」

　ライニースがぐっと唇を引き結び、なにかに耐えているような顔をした。

「動かないようにしようと言ったばかりなのに、動きたくなってしまう……。お願いだから、俺をこれ以上不様な男にしないでくれ」

　懇願するような声に、ヒルデはぞくぞくしてしまった。年上の彼が自分に翻弄されている様子を見て、なんだか心が弾んでしまう。

「動いていいですよ。中に出してもらえて、痛みがましになりましたし」

「出してもらえて……？　……ッ、君はそういう言い回しが腰にくるとわかっていて言っているのか？」

　ライニースがゆっくりと腰を動かし始める。

　すると、新たな痛みが生じてヒルデの顔から余裕が消えた。

　それでも、何個も作ったあの木像と同じ形のものが自身の中を行き来しているのだと思うと感動してしまう。

「あ……っ、あぁ……」

　ライニースの動きはとても優しかった。彼の精が満遍なく自身の中に塗り拡げられていく感触がする。

　すると、痛みの中にある種の快楽が生まれてきたような気がした。ヒルデの声に甘さが混じる。

「あぁ……っ、ん」

　ヒルデの些細な変化を彼は見逃さなかった。

「ここか？」

　ある部分に彼が熱杭を執拗に擦りつけてくる。

「ふうん、あっ……！」

「そういえば、このあたりに触れると君は気持ちよさそうにしていたな」

　ライニースがぐりぐりと腰を押しつけてくる。そのたびに快楽が増していく気がした。

　その部分は、今日いきなり感じるようになったわけではない。彼の長い指がぎりぎり届く位置で、彼によって快楽を覚えこまされた場所だ。痛みが薄れてきたおかげで、気持ちよさを感じとることができるようになったのだろう。

「あっ、ま、待って……っ、ん！」

　痛みに襲われながらも、つい先ほどまではヒルデがライニースを翻弄していたし、その状況を楽しんでいた。

　しかし今は、立場が逆転したかのようにライニースが余裕ありげな笑みを浮かべている。

「俺ばかりがいい思いをしては申し訳ない。次は君が気持ちよくなる番だ」

　一番痛みを感じる最奥を突かないように彼が腰を揺らす。くいっと彼が腰を回すと、ひときわ強い快楽が体を突き抜けていった。
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「ああっ……！」

　絶頂を迎える一歩手前の感覚に、ヒルデが首を仰け反らせる。

　すると、彼が問いかけてきた。

「イきそうかい？」

「……っ、あっ、あぁ……」

　快楽に襲われてしまい、上手に話すことができない。彼は再び熱杭をヒルデの感じる部分に擦りつけてきた。

　先端でつつかれ、肉傘の部分に引っかかれて、とうとうヒルデは悦楽の淵に落とされる。

「――っ、あぁ……っ、ああ！」

　びくんと体が大きく跳ねた。それと同時にぎゅっと彼のものを強くしめつける。

　欲に濡れた眼差しで、ライニースはヒルデのことを見つめ続けた。

「……あっ、あぁ……」

　法悦の狭間でたゆたうヒルデの姿に彼は満足そうである。

　絶頂の余韻で震える唇に、彼は己のそれを重ねた。

「んっ！」

　キスされると、どうしても腰が浮いてしまう。その動きで彼の怒張を奥まで誘ってしまった。ぴくりと、彼の舌が震える。

「んむっ、ん！」

　ライニースの舌はヒルデの口内を激しく蹂躙し始めた。肉厚な舌にかき回されて、ヒルデはびくびくと腰を震わせる。

　ヒルデが腰を揺らせば、それに答えるように彼も抽挿をした。

　自分が動いても、彼が動いても、粘膜が擦れ合うたびに快楽がうまれる。微かな痛みは残っているが、それよりもこの身を襲う快楽のほうが遙かに強かった。

「最初は俺が気持ちよくなって、次はヒルデが気持ちよくなって……。今度は一緒に気持ちよくなろう」

　キスの合間に器用にそんなことを言いながら、ライニースは腰を動かす。体が揺さぶられて、快楽が波紋のように全身に広がっていく。

「……っ、ん……！」

　ヒルデは彼のようにキスの合間になにかを伝えることはできない。だから、ぎゅっと彼の広い背中に手を回す。

　ライニースもまた、ヒルデを抱きしめてきた。体が密着し、結合部から淫猥な水音が響いてくる。

　最奥を突かれれば、痛みに勝る快楽がほとばしった。ヒルデの肌が桃色に染まり、再び絶頂に襲われる。

「――っ！」

　ヒルデが達すると同時に、彼のものが体の中ではじけた。快楽に飲まれた体に容赦なく白濁液が注がれていく。

　痛みも快楽も一度に味わい、ヒルデにとってこれは貴重な経験となった。また今までとは違った作品が作れそうな気がする。

　ヒルデが満ち足りた表情を浮かべるが、ライニースの瞳にはまだ劣情が灯っていた。

「え……？」

　彼は二回吐精したが、まだまだ元気なままだ。

「ヒルデ。好きだ。君を愛している」

　そう言いながら、ライニースが口づけてくる。

「んっ！」

　口内を舌でかき回されれば、ヒルデの意思とは裏腹に腰が浮いてしまった。結合部から体液が溢れてヒルデの臀部へと流れていく。

「ヒルデ、愛している……！」

　粘着質な水音と共に、愛の言葉が耳に滑りこんでくる。そのたびに胸が熱くなった。

　貴重な経験だの、焦がれていた肉杭が自分の中にあるだの色々考えていたが、好きな男と抱き合っているからこそそう思えるのだろう。

　ヒルデの胸が幸せで満たされていく。

「私も好きです、ライニースさん」

　ヒルデが答えると、彼の動きが激しくなる。

　――その夜は遅くまでふたりは互いを求め合った。

















第七章　それからのふたり












　ヒルデとライニースが結ばれてから、ひと月が経とうとしていた。

　晴れて恋人同士となったわけだが、ヒルデにはヒルデの生活があるし、ライニースも自分の仕事で忙しい。ヒルデの定休日には必ず会っているが、それ以外の日は週に一度、夜に会えるか会えないか……という具合だ。

　しかし、ヒルデはこの現状に満足していた。

　毎日でもライニースに会いたいという気持ちもあるけれど、大好きな仕事は順調で充実した日々を送っている。ライニースの年齢から、ゆくゆくは結婚も視野に入れているけれど、急がずに考えていけばいいと思っていた。






「ありがとうございました！」

　顧客に看板を納品したヒルデは頭を下げる。

　日は落ちかけて、真っ赤な地平線を覆うように藍色の帳が下りてきた。今日はもう店じまいだと、軒先に飾っていた見本用の木細工を取りこむことにする。

「やあ、ヒルデ」

　せっせと木細工を運んでいる最中に声をかけられて振り向けば、そこには最愛の男がいた。

「ライニースさん！」

　ヒルデの顔がぱっと輝く。

「明日は定休日だろう？　今日は仕事が早く終わったから、君に会いたくて来てしまったんだ。今から一緒にいられるかい？　無理そうなら、今夜は夕食だけでも一緒に行かないか？」

　彼はヒルデの手から重い木細工を取り上げると、店内に運びながら訊ねてくる。

「大丈夫です！　嬉しいです」

　明日会えるのを楽しみにしていたけれど、まさか今夜から一緒にいられるとは思わなくて、ヒルデは嬉しくなる。

「それはよかった。少しでも長く君と一緒にいられるのは俺も嬉しい」

　ライニースはにこやかに店じまいを手伝ってくれる。

　空き巣の一件のあと、店の玄関はこの国の鍵師では簡単には解錠できない海外製の鍵をつけた扉に交換した。鍵を開けなくても扉自体を壊すこともできるが、そのときにはガラスが大きい音を立てて飛び散る仕組みになっている。

　一部の高級店でしか導入されていないその特殊な扉は、ヒルデの小さい店にはいささか不釣り合いだが、離れて暮らす恋人が心配だというライニースに無理矢理つけさせられた。おかげで、海外からの観光客が「この扉をつけているなんて、小さいながらもすごい店なのか」と勘違いをし、入店することも増えた。今までヒルデの店はほぼ看板屋という状態だったが、土産用の小さな木細工も売れ始めている。

　ともあれ、彼と結ばれてからというもの順風満帆で、機嫌のいいヒルデは身なりを整えると、彼と一緒にレストランへと向かった。






　　　　　◆　　◆　　◆






　ライニースは体が大きく、男性の中でもよく食べるほうだが、今日は一段とよく食べた。どうやら昼食も摂らずに仕事に励んでいたらしい。

　彼は「今日は仕事が早く終わった」と言っていたが、実際は無理して仕事を終わらせたのだろう。そこまでしてヒルデに会いたいと思ってくれたことに、胸の奥が温かくなる。

　レストランを出たあと、一緒にライニースの屋敷に帰る。

　彼の屋敷に、いつの間にかヒルデの部屋が用意されていた。いつでもヒルデが手ぶらで来られるように、服や化粧水などが揃っている。

　まずは彼と別れて、ヒルデ用の部屋に隣接したシャワールームで汗を流した。肌触りのいいネグリジェをまとって彼を待つ。すると、ヒルデの部屋に彼がやってきた。彼もシャワーを浴びているので、前髪はすべて下ろされている。

　ライニースは「風呂上がりのヒルデの色っぽい姿を誰にも見せたくない」と、ヒルデを自分の寝室に呼ぶことなく、彼のほうがヒルデの部屋に来ていた。

　そもそも、初めからライニースの部屋に一緒に行ってしまえばいいのだが、彼は「女性には色々準備があるだろう」と気を遣っているのだ。

　確かに彼と一緒にシャワーを浴びたら隅々まで洗えなさそうだし、かといって順番にシャワーを浴びるのは時間がかかるので、こういった彼の気遣いはとても助かっている。そして、こういう気遣いができる人物だからこそ、会社を構えているのだろうとヒルデは思った。

　ヒルデの部屋にやってきたライニースと会話を交わしたあと、自然とベッドになだれこむ。

「ん……っ」

　そういう行為を想定して購入されたであろう大きなベッドに押し倒されて、ヒルデは彼の熱いキスを受け入れる。

　ライニースと口づけを交わすのは大好きだが、ヒルデにはひとつ問題があった。

「……っんん！　ふぅん……っ、ぅ」

　激しくキスされるとびくびくと腰が浮いてしまうのだ。

　どうにかしようと思っていても、体がいうことを効かない。寝台の上で腰が跳ね上がるたびに、上にのしかかってくる彼の下腹部に体を押し当ててしまい、彼のものを刺激することになってしまう。

　ヒルデの着ていたネグリジェは脱がされることが前提で作られており、前についている紐をほどくと簡単にはだけた。腰が絶えず動いている状態でも、簡単に服を脱がされてしまう。

　彼もまた、キスをしながら器用に自身の服を脱いでいた。脱いだ服は寝台の隅においやられ、互いに一糸まとわぬ姿になる。

「はぁ……ん、んんっ！」

「――ッ！」

　ヒルデの腰が浮けば、直接彼の下腹部の昂ぶりを刺激する。擦れ合った部分から、彼の硬さと熱を感じた。

　いつもなら、ここで彼がキスをやめる。何度もヒルデの腰が押し当てられると、それだけで達してしまいそうで困るというのだ。

　だが、この日は違った。

「……んっ？　んむぅ、ん……」

　激しいキスは終わることなく、いつまでも彼の舌に蹂躙され続ける。舌の根まで吸われ、口内をかき回されて探られて、びくびくと何度も腰が跳ね上がった。唇の隙間から、彼の熱っぽい吐息が零れる。

　ライニースの熱杭が一回り大きくなっているのを感じた。微かに震え初め、そろそろ我慢の限界にきているのではないかと思う。

　それでも彼はキスをやめない。

　正直なところ、繋がる前に彼が射精してしまっても構わないとヒルデは思っている。体を繋げることだけが性行為だと思っていないし、こうして裸で抱き合っているだけでも幸せな時間だ。

　とはいえ、彼には男としての矜持があるのではないか……と案じてしまう。

　頭でそう考えていても、キスが終わらなければ、ヒルデの腰は動いて彼のものをどんどん刺激してしまう。だんだん彼の吐息が荒くなってきたし、舌の動きも乱暴になってきた。その粗野な動きさえ、ヒルデに快楽を与えていく。

　ヒルデが気持ちよくなればなるほど、腰は動いてしまった。柔らかな肌を彼のものに強く押し当ててしまうと、熱杭が大きく震える。

　それは打ち震えながら白濁を吐き出した。ヒルデの下腹から胸にかけて彼の精液がまき散らされる。

　ふと、ヒルデはライニースを見つめた。その瞬間、強い衝撃がヒルデを襲う。

「……っ！」

　彼の顔は赤く染まっていて、目は少しだけ潤んでいた。微かに震えた唇をぎゅっと噛みしめる様子は、こみ上げてくる羞恥心に耐えているように見える。

　しかし、彼はその顔を隠すことはなかった。少し情けなく見えるかもしれないその表情はとても色気があり、ヒルデはどきりとする。

　初めて見る彼の表情に感動していると、荒い息を吐きながら彼が言った。

「……こういう表情……っ、君は、見てみたかっただろう……？」

「え……？」

「キスしているだけで出してしまうなんて、俺だって恥ずかしい。君の前ではいつだって格好よくしていたいし、自分が気持ちよくなるよりも君に気持ちよくなって欲しいと思っている。……でも、情事の最中も、君は俺の表情ひとつひとつに反応して、観察しているだろう？」

「……！」

　それは彼の言うとおりだった。

　彼と抱き合っているときは肉体的な快楽に溺れるだけでなく、彼の様子を見ることも楽しんでいる。達する直前の彼の顔も、射精したあとの彼の顔も大好きだ。それを目にすることで、心まで気持ちよくなれる気がする。

　そんな心の内を見透かされて驚いているヒルデに、彼は言葉を続けた。

「君が望むならどんな俺の表情だって見せてやる。ヒルデのことが好きなんだ。だから……結婚してくれないか？」

「え……」

　いつかは結婚するだろうとぼんやりと考えていたけれど、突然のプロポーズにヒルデは驚いてしまった。

「結婚するといっても、今までの生活を変える必要はない。仕事は続けて、……それでも、仕事が終わったらこの家に帰ってきて欲しい。一緒に住んでも、仕事に支障が出ないように君を毎日抱いたりはしないと約束する。ただ、一目だけでも君に会えるだけで嬉しいんだ」

　それは懇願するような声で、ヒルデの心が激しく揺さぶられた。

「ライニースさん……」

　ヒルデはじっと彼を見つめる。

　彼はヒルデのために恥ずかしい姿を晒してくれた。今日だってヒルデのために早く仕事を終わらせたし、店の扉だって安全のために交換してくれた。

　ライニースはヒルデのために色々してくれる。しかし、ヒルデは彼のためになにかをしているだろうか？

　おそらく、彼と結婚することはヒルデにとって有益なものになるだろう。それでは、彼は？　果たして自分なんかが釣り合う存在だろうか？

「……っ」

　彼の眼差しを受け、ヒルデははっとした。

　迷ったのは一瞬だった。ヒルデは彼の逞しい背中に腕を回す。

「はい。結婚しましょう」

　はっきりと答えると、彼は破顔した。

　――考えてみれば、ライニースがヒルデを好きになったのは、ヒルデがなにか彼のために特別なことをしたからではない。ありのままのヒルデを好きになってくれたのだ。

　今まで仕事をして認められてきたことが自己の肯定に繋がり、「自分なんか」という考えは一瞬で消えた。

　もちろん、思いやりは大事だ。彼のことを思い、彼のためになにかしたいし、喜ばせたいし役に立ちたいと思う。ありのままの自分を好きになってくれたからといって、彼の好意を受け取るだけでなにもしないつもりはない。

　彼のためになにをしていこうか、それを考えるのはこれからだけれど、まずは彼のプロポーズを受け入れるのが第一歩だ。

　彼が毎日でも自分に会いたいというのなら応えたいし、なんだったらお洒落も頑張りたい。そうして、ふたりで幸せな夫婦になりたいと思う。

「ヒルデ、ありがとう」

　ライニースに再びキスをされると、腰が跳ねてしまった。まだ硬い熱杭を刺激してしまう。

「ヒルデ……」

　名前を呼びながら、彼の手がヒルデの下腹部に伸ばされた。指先がヒルデの秘裂を撫でると微かな水音が耳に届く。

「あっ……！」

　幾度も彼と体を重ねているので、ヒルデの秘処は彼の指をたやすく呑みこんでしまった。ヒルデの中は熱くなっていたけれど、彼は急くことなく、優しい動きで中をほぐしてくれる。

「ラ、ライニースさん……っ、んんっ」

　指を増やされても、それだけでは物足りないという様子で蜜口がわななく。彼はヒルデの感じる部分をわざと触らず、焦らして、焦らして、体の奥に籠もった熱を存分に燻らせてからようやく指を引き抜いた。

　ひくつく蜜口に怒張をあてがうと、一気に腰を進めてくる。

「ああっ！」

　ヒルデは大きくかぶりを振った。太く硬く、そして長いものがヒルデの奥深くまで侵入してくる。

「ヒルデ……！」

　根元まで埋めこんだあと、ライニースはヒルデの肌を濡らしている白濁液を指先でなぞる。まるでクリームを塗るかのように、白い肌の上に精液を塗りつけていった。

「……っ」

　その彼の表情を見て、ヒルデは思わず息を呑む。

　己の精をヒルデの肌に塗るライニースは、征服欲に駆られたような、少しだけ怖い眼差しをしていた。ぞくぞくして、背筋を冷たいものが走り抜ける。

　しかし、そんな彼の表情もヒルデにとっては快楽でしかない。新たに見た彼の表情は刺激となり、胸いっぱいに広がった。

　恥ずかしそうな表情をするライニースも、雄の顔をするライニースも、どちらも好きである。

「外も、中も、俺ので……」

　そう小さく呟いた彼が腰を動かす。突き上げられるたびに体が揺さぶられて、激しい快楽が波のように押し寄せてくる。

「あうっ！　あっ、ぁああ……！」

　抽挿のたびに肉傘に媚肉を引っかかれて、最奥を突かれれば強い悦楽が弾ける。快楽にまみれながら彼を見れば、劣情に濡れた表情に激しく心が揺さぶられて、心も体も気持ちよくなった。

　積み重なる快楽にヒルデの頭の中が真っ白になっていく。

「あっ、ああああ――！」

　体が打ち震えて、ヒルデは絶頂を迎える。ぎゅっと彼の熱杭をしめつけるけれど、射精したばかりの彼は達することはなかった。

「あ、あ……」

　絶頂の余韻に浸る間もなく、彼が腰を動かしてくる。

「ま、待って！　ま、まだ、私……」

「まだイってる？」

「……っ」

　訊ねられてこくこくと頷くけれど、彼の腰が止まることはない。敏感になった媚肉に強すぎる快楽が刻みこまれていく。

「ずっとイき続けてみようか？」

　彼はゆるゆると腰を揺らしたまま、結合部の上に手を伸ばした。ぷっくりと膨らんだ花芽に触れると包皮を下ろす。

「やっ、それは駄目……っ、っ、っああああ！」

　包まれていた秘玉が外気に晒されるだけで、ヒルデは再び達してしまう。

「かわいい……、かわいいよヒルデ」

　ライニースは嬉しそうに微笑みながら、指先で剥き出しの秘玉を弄び始めた。

　体の内側も外側も快楽を与えられて、びくびくと体が震えてしまう。

「ヒルデ、愛している……！」

　キスをされれば、自分の意に反して腰が浮いてしまった。彼の腰の動きと、自分の腰の動きで粘膜が擦れ合う感触に、またもや軽い絶頂を迎える。

「も、もう、イきッぱなしだから……！」

　ヒルデはいやいやと首を振った。しかし、彼は飄々と答える。

「ん？　今のでまだ三回目だろう？」

「でも……」

「大丈夫だよ、ヒルデ。俺に任せてくれ」

　なにが大丈夫なのかヒルデにはわからない。

　彼の舌に口内をかき回されるたび、彼の指が秘玉を転がしたり押しつぶしたりするたび、彼の熱杭がヒルデを蹂躙するたび、ヒルデは呆気なく達してしまう。

　何度絶頂を迎えたのか数え切れなくなったところで彼の怒張が打ち震え、ヒルデの中を雄液が満たしていった。その感覚でさえ達してしまう。

「ん……」

　ライニースがヒルデの首筋にキスをしてくる。

　ヒルデはもう何度果てたかわからないが、彼はまだ二回目だ。ヒルデの体の中で怒張は熱く硬いままである。

　ヒルデはじっとライニースを見た。

　その彼の表情がとても色っぽくて胸がしめつけられたから――疲労感も忘れて、もっと彼の色々な表情が見たいという欲に背中を押されるように、ヒルデは自分から彼に口づけた。
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